
一

●

一

●

建

石
丼

晨

丼

上

姜

二

お

え

形

ぶ

０

茂

樹

永
略

卜
翡
子

‐■

東京都剣道連盟 令和3年 8月 21日発行

,

えlキタ 整コ
第90号

第 81回東

●

■

人
否
拳
与

居合道演武 (左 から 市川 学教士 伊藤繁男教士 畠中篤美教士)

第61回 東京剣道祭  小野派―刀流演武 (左 :庄嶋 卓司 右 :中 山竜―)

デジタル化/Alの浸透 太口健一郎 ′

新役員

令和2年度決算

令和3年度予算・・・・・・・・・・・・・・・・00・・・ ・̈0・・¨

加盟団体の段位別0登録者集計報告 ・̈・・・・・・・・・

東京都剣道段位別受審者 (申込者)数の推移・・・・

令和2年度事業報告・・・・・¨0・・0。 0000。・。00・ 。・・

大会記録・報告・0・・ ・̈・・・・・・000¨ 。・・・・・ ・̈・・・「θ

全日本女子剣道選手権大会優勝で

都知事を表敬訪問¨。・。・・ 諸岡温子 ノ6

審査会報告・ ・̈。・・・・・・・。・・・・・・・0000・・・000・・ ノ/

「生涯剣道」と「お回の健康管理」00000日 本 徹 2θ

居含道部会活動報告・・・¨0000・・0。・・・ 伊藤繁男 22

杖道部会活動報告 釣賀敏郎 22

３

５

６

／

８

９

杖道演武 (左 :力 武 公平 教士 右 :阿部 修 教士)

支部活動報告・。・・・・ ・̈000・・・00・・・・ ・̈・・・00・ 2_F



タ

去
る
６
月
中
旬
国
体
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
宇
都
宮
で
あ
り
、
役
員

や
選
手
の
皆
さ
ん
と
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
会
場
は
宇
都
宮
の
駅
か
ら
南

へ
約
７
キ
ロ
下

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
完
成
し
て
間
も
な
い
新
し
い
武
道
館

で
、
柔
剣
道
向
け
に
２
道
場
と
弓
道
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
試
合
の

結
果
に
つ
い
て
は
別
に
報
告
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
試
合
場
で

の
組
合
せ
や
結
果
の
掲
示
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
本

日
は
こ
れ
を
話
題
に
剣
道
界
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

一
気
に

進
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
Ю
年
分
の
変
化
が
こ
の
１
年
に
起
こ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
日
は
試
合
場
３
コ
ー
ト
と
会
場
内
数
力
所
に
縦
２
メ
ー
ト
ル
横
４

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
大
型
の
電
子
表
示
板
が
あ
り
、
そ
の
他
に
役
員
席
に

タ
ブ
レ
ツ
ト
が
１０
人
に
１
台
く
ら
い
ず

つ
配
置
さ
れ
て
あ
り
、
こ
ち
ら
で

も
操
作
す
る
と
試
合
の
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
名
や
選
手
名
は
あ
ら
か
じ
め
入
力
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
表
示
に

沿

っ
て
取
得
技
、
反
則
、
延
長
、
勝
敗
な
ど
が
現
場
で
入
力
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
す
る
と
、
そ
れ
が
会
場
内
す
べ
て
の
画
面
に
表
示
さ
れ
、
誰
で
も

試
合
結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
タ
ブ
レ
ツ
ト
は
若
干
の
操
作
が
必

要
で
す
が
そ
う
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
試
合

（成
年
女
子
と
か
少
年
男

子
と
か
）
と
組

（各
種
日
と
も
２
組
に
分
か
れ
て
総
当
た
り
で
予
選
を
行
い
、

各
組
勝
者
同
士
で
優
勝
と
３
位
が
決
定
さ
れ
る
）
を
指
定
す
る
と
直
ち
に

そ
の
時
点
で
の
結
果
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

試
合
の
運
営
に
携
わ

っ
た
方
は
経
験
が
お
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
が

一
つ

の
大
会
の
運
営
に
は
多
く
の
人
が
関
与
し
ま
す
。
選
手
、
審
判
、
監
督
は

勿
論
の
こ
と
、
時
計
係
、
記
録
係
、
掲
示
係
、
呼
び
出
し
、
そ
し
て
試
合

結
果
は
本
部
、
役
員
に
と
ど
ま
ら
ず
司
会
進
行
係
、
賞
状
作
成
者
や
賞
品

を
用
意
す
る
人
、
な
ど
に
正
確
に
伝
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
良

い
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
結
果
が

一
瞬
で
関
係
者
に
間
違
い

な
く
伝
わ
り
、
ま
た
、
記
録
に
も
残
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
だ
け
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
機
材
を
用
意
す
る
に
は
相
当
の
費

V
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用
が
か
か

っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
模
造
紙
、
黒
ペ
ン
、
白
板
な
ど

で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
費
用
は
か
か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
だ
け
の
お
金
を
か

け
る
価
値
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
Ｉ
Ｔ
コ
ス
ト
は
急
速
に
下
が

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
は
こ

の
よ
う
な
電
子
表
示
が
珍
し
く
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
実
技
に
こ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
判
定
が
入

っ
て

く
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
体
操
競
技
の
判
定
は
審
判
員
が

採
点
し
そ
れ
を
集
計
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
１０
年
ほ
ど
前

の
世
界
選
手
権
で
誤
審
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
来
こ
の
映

像
で
の
判
定
に
つ
い
て
研
究
が
始
め
ら
れ
、
か
な
り
試
行
錯
誤
が
あ

っ
た

ら
し
い
の
で
す
が
、
現
在
で
は
正
式
に
大
会
で
採
用
さ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。
野
球
や
相
撲
で
は
ビ
デ
オ
判
定
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
囲
碁

で
は
ト
ッ
プ
プ
ロ
も
Ａ
Ｉ
に
は
３
子
置
く
く
ら
い
差
が
つ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。

剣
道
普
及
の
上
で
、
納
得
の
い
く
判
定
は
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
遠

か
ら
ず
、
剣
道
の
実
技
に
も
デ
ジ
タ
ル
、
Ａ
Ｉ
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、　
一
つ
問
題
提
起
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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締 剣逹爆 夕 |

監                    理

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同  同 同 同 同

事                    事

岡 山 藤 島 田 藤 内 浦 和 林 田 田 水 間 井 地 嶋 田 岡 川 部 本 田 葉

澄 卓 繁 博 康 春 良 和 忠 高 勲 朝 宣 順 憲 賢 茂 重 成 清 壽  健 胤

矢 片

光 野

善 幸

田 大 近 中 渡 金 伊 含 内 宮 永 古 舎 木 柳 辻 徳 村 藤 遠 小 河 山 長 相 山 鎌 矢 伊 植

中 保  田 邊
貰

藤
獲

藤 坂 松 屋
問

村 原 村 竹 上 原 藤 沢 上 回 澤 川 田 田 野 垣 田

東
京
都
剣
道
連
盟

令
和
三

・
四
年
度
新
役
員

（順
不
同

・
敬
称
略
）

《
理
　
事
》

会
　
　
長

副

会

長

同

専
務
理
事

常
任
理
事

同

《
評
議
員
》

宇
賀
神
　
良

倉
　
澤

博

（千
代
田
）

正

（台
　
東
）

大 外 伊 中 内 佐 横 三 大 宮 増 土 清 風 村 寺 原 右 吉 西 安 久 太 千
保

道
一
郎優工

↑紀子昭樹
二
郎

（警
視
庁
）

司

（中
央
ブ
ロ
ッ
ク
）

一

（城
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

治

（城
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

弘

（城
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

治

（城
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

夫

（西
東
京
）

廣

（西
東
京
）

人

（西
東
京
）

道

（皇
宮

。
法
務

。
自
衛
隊
）

雄

（消
防
庁

上
父
通
局
）

介

（学
連
剣

。
学
生
ク
ラ
ブ
）

昭

（高
体
連
）

男

（居
合
道

・
杖
道
）

夫夫

司

（中

美

（文

央
）

一示
）

光
　
寿

（墨

誠

（葛

和
　
久

（足

正
　
義

（中

博
　
士
心
（渋

博

（

一　

夫

潤

一
郎

護
　
人

康
　
宏

和
　
彦

良
　
男

弘
　
毅

弘
　
文

孝
　
治

（豊
　
島
）
。九
万
田

（荒
　
川
）
。平
　
松

（練
　
馬
）
皇
目
　
木

（西
東
京
Ｙ
平
　
尾

（皇
　
宮
Ｙ
新
　
村

（自
衛
隊
Ｙ
大
　
巻

（交
通
局
）
。数
　
馬

（学
生
ク
ラ
ブ
Ｙ
小
野
澤

（居
合
道
）
。阿
　
部

（中
体
連
）

弘

（江
　
東
）

稔

（江
戸
川
）

雄

（新

宿
）

正

（杉
　
並
）

明

（世
田
谷
）

司

（品
　
川
）

雄

（大
　
田
）

勉

（　
北
　
）

男

（板
　
橋
）

健

（西
東
京
）

泰

（警
視
庁
）

志

（法
　
務
）

人

（消
防
庁
）

二

（学
連
剣
）

行

（高
体
連
）

修

（杖
　
道
）

各
担
当
委
員

総
務
委
員

事
業
委
員

審
判
委
員

審
査
委
員

財
務
委
員

倫
理
委
員

医
学
委
員

女
性
委
員

広
報
委
員

正 良

徳 治

勝

陽 彦

鴨 岡

田 村

恵 忠

一 典

光

正

中

山

峯

雄

誘

士

椎

屋

光

男

哲

也

梯

正

,台

死

明

常

男

信

之

山

本

泰

人

▼

V

一 康

穂 一

下

枝

尭

港
里

鎌 金

田 田

幹 峻

飾 田

七 足

原 立

至

谷

局

橋

正

野

岡

田

守

立̂

柴

田

早由 広 直 浩 忠

（◎
＝
委
員
長
○
＝
副
委
員
長
）

◎
安
部
壽
和

・
西
川
清
紀

吉
岡
成
子

・
右
田
重
昭

原
嶋
茂
樹

。
寺
地
賢
二
郎

◎
西
川
清
紀

・
〇
右
田
重
昭

○
寺
地
賢
二
郎

・
風
間
順

一

土
田
朝
弘

。
三
浦
和
人

佐
藤
春
雄

。
中
島
博
昭

内
田
康
介

◎
右
田
重
昭

・
〇
西
川
清
紀

○
寺
地
賢
二
郎

・
村
井
憲
司

宮
林
高
夫

・
横
内
良
道

◎
原
嶋
茂
樹

・
〇
吉
岡
成
子

清
水
宣
治

・
増
田
勲
治

大
和
忠
廣

。
伊
藤
繁
男

◎
吉
岡
成
子

。
○
原
嶋
茂
樹

担
当
理
事
　
久
保
木
　
優

◎
太
田
文
雄

・
佐
藤
穂
貴

佐
々
木
雅

一
。
奥
田
り
い
な

担
当
理
事
　
太
田
健

一
郎

◎
荻
原
幸
彦

・
塚
原
清
彰

前
田
秀
将

・
越
智
小
枝

◎
吉
岡
成
子

。
寺
地
里
美

井
上
ま
ゆ
み

。
大
崎
香
織

野
崎
由
起
子

・
関
塚
洋
子

◎
西
山
　
一貝
。
松
本
高
明

小
沢
　
清

。
木
原
敏
明

日
黒
秀
治

3



一
般
財
団
法
人
東
京
都
剣
道
連
盟
居
合
道
部
会

令
和
三

・
四
年
度
新
役
員

（順
不
同
・
敬
称
略
）

会
　
　
長
　
伊

副

会

長

金平

専
務
理
事

執
行
理
事

島 平 粂

舘 田

芳 勝 孝

廣 紘 博

古 市

川 川

茂

一 学

大

場

俊

'畢

本

貝」

佐
久
間

田

中

慎

l自IF

平

i畢

禾リ

明

里

石

康

中

小す

理
恵
子

入 西

江 山

美

雪 貢

澤 田 藤

利 和 繁

明 久 男

畠

中

篤

美

理
　
　
事
　
伊
藤
　
知
治

小
山
　
高
伸

小
泉
　
　
尚

椿
　
二
三
夫

沖
野
　
規
匡

清
水
　
　
進

塚
本
　
溢
己

鬼
久
保
信
夫

監
　
　
事
　
士
口
　
澤
　
菊

相

談

役

柳

原

弘

評

議

員

三
上
　
季
彦

（千
代
田
）
。

繁
晴誠

博
範

正
義

台
　
東
）

墨
　
田
）

葛
　
飾
）

酒
井
　
幹
夫

（中

中
村
　
親
夫

（渋

工立
）

野
）

谷
）

。
大
澤
　
良
和

・
彦
田
き
よ
子

。
津
村
　
恵
治

。
小
野
　
桃
子

・
小
倉
　
正
樹

（中
　
野
）

（府
　
中
）

（江
戸
川
）

（新
　
宿
）

（日ｍ
　
　
Ⅲ川
）

（練
　
馬
）

（八
王
子
）

（警
視
庁
）

夫

・
長
　
澤

文
鈴
木
　
　
薫

本 島 柴 山
多  田 縣

足

田

真
澄

菅 宇 平 江 東 椿 阿 清

沼 都 木 角 浜  部 水

良

　

治

（中
　
央
）

（文
　
京
）

（江
　
東
）

（江
戸
川
）

（杉
　
並
）

（新
　
宿
）

（世
田
谷
）

榮

益 子

上

勇

修 二

小 釣

林 賀

正 敏

明 郎

藤

崎

皿 L

朗

」ヒ
川

松 賀

川 集

岳 映

央 二

村 笠

上 原

忠 忠

義 幸

V

▼

江
藤
　
則
孝

高
平
と
よ
子

指
田
　
元
紀

松
迫
　
拓
朗

片
山
　
　
昇

池
田
　
敏
克

田
苗
　
俊
和

佐
久
間
　
健

太
田
　
修
司

村
上
　
憲
司

小
久
保
重
暢

羽
田
　
順

一

今
西
　
辰
夫

（　
港
　
）

（目
　
黒
）

（豊
　
島
）

（板
　
橋
）

（武
蔵
野
）

（清
　
瀬
）

（小
金
井
）

（青
　
梅
）

（多

摩
）

（立
　
川
）

（八
王
子
）

（警
視
庁
）

（消
防
庁
）

（口叩
　
　
Ⅲ川
）

（大
　
田
）

（　
北
　
）

（練
　
馬
）

（小
　
平
）

（府
　
中
）

（八
王
子
）

（町
　
田
）

（昭
　
島
）

（日
　
野
）

（東
村
山
）

（都
　
庁
）

（防
衛
省
）

原柳山
田

腰
原

渡
邊

池
田

細
谷

戸
辺

松
本

小
塚

今
野

三
浦

稔正徹
正
美

淳
策聡

哲
郎

辰
雄彰

吉
保

篤

一

好
夫

康
典

東
京
都
剣
道
連
盟
杖
道
部
会

令
和
三

・
四
年
度
新
役
員

（順
不
同

・
敬
称
略
）

会
　
　
長

副

会

長

理

事

長

常
任
理
事

形 武 井

理

　

事

野
　
道
　
成

二
三
夫

・
森

秋
　
雄

。
力

和

敏

・
宗

茂

。
堀

克力公
香

明 夫 平 男

椎

屋

光

男

古

川

瞬

也

問

田

原

弘

徳

松

本寸

重

紘

事

奥

田

康

久

積

田

貞

夫

草

野

祐
太

田

中

遼
太
二IБ

竹

俣

松

夫

田

中

康

子

横

尾

正

禾日

'可
上

珠

枝

佐

藤

平

岡

靖

之

川

名

克

実

竹

内

正

幸

花

谷

1青

悦

'可
本寸
・

象

祐

神

屋

圭

四
二IБ

賢 男 裕

田
　
村
　
の
り
子

。
青

相

談

役

堀 荒

井 井

侃 洋

大

里

耕

平

顧 監

禾」

木

卓

弥

4

暢夫l自IF



V

令和 2年度収支計算書内訳表

京京剣逹だよタ

(単位 :円 )

科   目 一般会計

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入

特 定 資 産 運 用 収 入

会   費   収   入

事     業    収     入

普 及 費 収 入

講 習 会 事 業 収 入

大  会  費  収  入

審 査 等 参 加 料 収 入

登  録  料  収  入

補 助 金 等 収 入

雑   収   入

事業活動収入計

事業活動支出

事   業

2

費   支

普 及 事 業 支

出

キ旨

講

日

大

大

審

功

導

習

成

会  事  業

強  化  事  業

事   業

派 遣 事 業

支

支

支

支

支

支

出

出

出

出

出

出

出

査

労

会  事

者  表  彰

業

事  業

支

支

支

支

課

管   理   費

人   件   費

会   議   費

物   件   費

租   税   公

支 払 保 険

分   担   金

雑     費

事業活動支出計

事業活動収支差額

Ⅱ 投資活動収支の部

1.投資活動収入

投資活動収入計

2.投資活動支出

特定資産

投資活動支出計

投資活動収支差額

Ⅲ 財務活動収支の部

1.財務活動収入

財務活動収入計

2.財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

出

支

出

出

出

出

出

出

出

料

支

支

支

22,149

79,281

13,708,500

58,630,532

344,250

299,800

409,500

28,633,595

28,943,387

1,049,997

2,327,480

75,817,939

20,912,163

1,149,111

793,169

997,805

8,063,620

346,240

9,282,218

280,000

53,773,031

36,439,826

2,178,754

3,393,808

6,554,800

300,080

3,140,000

1,765,763

74,685,194

1,132,745

2,680,650

2,680,650

△ 2,680,650

△ 1,547,905

213,811,408

212,263,503

5



令和 3年度収支予算書内訳表

(単位 :円 )

科 目 一般会計

事業活動収支の部
1.事業活動収入

基  本 財

特  定 資

会    費

事    業

産 運 用 収 入

産 運 用 収 入

収   入

収   入

費  収

会 事 業 収

費   収

講

大

審

登

習

及 入

入

入

入

入

ネ甫

雑

査 等 参 加 料 収

録   料   収

助 金 等 収

収

入

入

出

事業活動収入計

2.事業活動支出

事   業

キ旨

講

育

大

大

審

功

70

導

習

成

重L

費   支

及 事 業 支

事  業  支

出

出

出

出

出

出

出

業

強 化 事 業 支

会 事 業 支

査

労

派 遣 事 業 支

支

支者

周

表

事

彰

年

業

事  業

事

支

支

支

支

管   理   費

人   件   費

会   議   費

物   件   費

租  税   公

支 払 保 険

分   担   金

雑     費

事業活動支出計

事業活動収支差額

Ⅱ 投資活動収支の部

1.投資活動収入

投資活動収入計

2.投資活動支出

特     定

投資活動支出計

投資活動収支差額

Ⅲ 財務活動収支の部

1.財務活動収入

財務活動収入計

2.財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

Ⅳ 予備費支出

当期収支差額

出

課 支

出

出

出

出

出

出

出

料

支

支

支

資 産

25,000

15,800

13,020,000

89,762,558

2,690,000

2,280,000

4,445,700

42,027,617

38,319,241

7,935,000

234,000

110,992,358

72,572,000

5,100,000

4,995,000

8,194,000

26,080,000

4,588,000

11,915,000

1,700,000

10,000,000

55,722,000

27,887,000

6,405,000

8,040,000

8,000,000

50,000

3,140,000

2,200,000

128,294,000

△ 17,301,642

2,026,450

2,026,450

△ 2,026,450

△ 19,328,092

V

6



彙京費I逹だり

V

令和 2年度加盟団体の段位別・登録者集計報告

昨年度は各団体皆様のご理解 とご協力により、団体別・段位別登録者数が明確になりました。

感謝申し上げます。

この表を基に更に剣道人口の増加を目指し、一層の普及振興にご尽力頂きたいと思います。

令和3年3月 31日 現在 (単位 :人 )

※各段位の右側の数字は前年度との会員数増減を記載しており▲は減を表しています。

7

初段 |(前 年比) 二段 |(前 年比) 三段 |(前年比) 四段 |(前年比) 五段 |(前年比) 六段 |(前年比) 七段 |(前年比) 八段 |(前年比) 2年度 |(前年比)

千代田 30i 
^40

0 1031 ▲ 23 1211 ▲ 31 98: ▲ 8 941 ▲ 2 127:   3 51  0 6541▲ 101

中 央 25i o 291 ▲ 13 1001   ▲ 5 1181 ▲ 7 761 ▲ 6 621 2 721 2 31 0 4851 ▲ 27

台  東 431 0 441 4 561 14 351 6 321 3 381 ▲ 1 261 ▲ 1 31     0 2771  25

文  京 4e i ^r2
431  7 551     8 311 ▲ 5 371 ▲ 4 241      1 221      0 01     0 2611   ▲ 5

墨  田 371 4 35 ▲ 2 55 ▲ 1 39 ▲ 3 391 ▲ 9 241 1 271 0 01 0 2561 ▲ 10

江  東 48i 1 341 ▲ 14 421 ▲ 4 401   ▲ 3 411 ▲ 2 291     6 391  2 21     0 2751  ▲ 14

葛  飾 48 i ^r2
371 ▲ 41 721▲ 12 701 1 84 0 481 ▲ 1 631 0 1     0 4221 ▲ 65

江戸川 81 i ^20
631▲ 15 771 5 741 ▲ 1 801 ▲ 1 511 ▲ 4 491 1 31 0 4781 ▲ 35

足  立 e3i 
^T

1131  17 1221     8 781▲ 16 711▲ 14 691 ▲ 1 831  4 21  0 6311 ▲ 9

新  宿 38i 
^4

311▲ 10 901  ▲ 44 391 ▲ 8 39 2 341 ▲ 8 521 9 51     0 3281  ▲ 63

中 野 771 29 701 ▲ 3 561  0 471 ▲ 6 751 ▲ 5 511 ▲ 3 631 ▲ 6 51 ▲ 1 4441     5

杉  並 8ei r18 811▲ 23 731 ▲ 6 611 ▲ 5 521   ▲ 4 511  4 681 ▲ 1 21     0 4771 ▲ 53

渋  谷 44i ae 32 ▲ 10 301  ▲ 19 51 ▲ 16 52 ▲ 3 ▲ 6 43 0 0 283 ▲ 63

世田谷 61 i ^es
581▲ 101 851  ▲ 63

"| 
▲ 7 771   ▲ 5 501 ▲ 3 831   1 81     0 5211▲ 273

港 6si 
^re

551▲ 17 511 ▲ 4 451▲ 19 441   ▲ 5 311 ▲ 2 461 1 11 0 3381 ▲ 65

品  川 38i as 31 8 41 ▲ 17 37 ▲ 2 46 ▲ 6 47 ▲ 3 4 ▲ 1 2 0 286 ▲ 26

目 黒 4ei 
^2

441 6 531 ▲ 7 491▲ 10 441   ▲ 4 241 ▲ 1 391 ▲ 1 11 ▲ 1 3031 ▲ 20

大  田 7zi a5 611 ▲ 1 741▲ 24 921  ▲ 10 95 ▲ 3 72 1 98 ▲ 1 2 0 566 ▲ 43

豊  島 7si 
^Ez

751▲ 18 421 ▲ 13 301   ▲ 4 141  1 391 ▲ 2 471 ▲ 1 11  0 3231 ▲ 89

」ヒ 56i o 651  1 501   ▲ 7 侶 1  1 471▲ 11 481   ▲ 5 571  5 1     0 3711 ▲ 16

荒  川 241 ▲ 1 271 ▲ 3 24 ▲ 1 38 ▲ 5 35 ▲ 1 20 ▲ 4 35 ▲ 1 2 0 205 ▲ 16

板 橋 741 ▲ 5 551  ▲ 29 941▲ 31 961 ▲ 8 941 ▲ 3 611 ▲ 8 1∞ 1  3 61     0 5801 ▲ 81

練  馬 76i 
^74

1081 ▲ 87 1451 ▲ 46 1041  ▲ 12 881 ▲ 8 671  6 801  2 11  0 6691▲ 219

西東京 zee i r rzo 7881 ▲ 148 7171 ▲ 61 5561 ▲ 63 574 ▲ 25 463 ▲ 12 574 13 18 1 4,4241▲ 415

警視庁 t,s+si tzza 1,1831▲ 210 7171▲ 144 7221 ▲ 60 7291 ▲ 4 2441  2 2591  3 391  2 5,4381 ▲ 689

皇  宮 7Bi ^ 
19 1131  0 1581 ▲ 14 371 ▲ 2 181 ▲ 3 161 ▲ 2 161 ▲ 1 61 0 4421 ▲ 41

法  務 tTi a5 231  0 391 ▲ 1 681 ▲ 2 63 ▲ 4 37 2 441 3 ▲ 1 2911 ▲ 8

自衛隊 si ^8
301 ▲ 2 641  ▲ 34 421▲ 33 561▲ 13 301 ▲ 13 531  4 21  0 2801▲

"
消防庁 3T i t26 381 ▲ 6 1151 ▲ 6 61 ▲ 4 451 2 341 ▲ 2 431 ▲ 1 1     0 3731 ▲ 43

交通局 t7i a1 28 ▲ 1 531 ▲ 2 311  0 251     1 311 ▲ 2 0 0 0 2161 ▲ 5

学連剣 01 0 01 ▲ 1 171 ▲ 2 141 ▲ 24 511▲ 13 441  ▲ 11 831 ▲ 7 141  0 2231 ▲ 58

学生ク soi rroa 2081    20 1,6631 ▲ 89 418 24 01     0 01     0 01 0 01     0 2,3391▲ 148

高体連 srs i r zos 1,1511▲ 590 3181 ▲ 489 101  0 201  1 211 ▲ 2 301▲ 11 41 0 1,8691▲ 1,384

居合道 ta+i 
^3s

2651  ▲ 46 3071     8 2471  ▲ 10 271 0 1241     5 1321     0 121 ▲ 2 1,542 ▲ 80

杖  道 6r i r45 1191▲ 29 124 ▲ 16 961 ▲ 3 1161  4 531 ▲ 1 37 ▲ 1 131 ▲ 1 6191 ▲ 92

計 +,tszitt,zzg 5,2131▲ 1,357 5,路 21▲ 1,142 3,741▲ 347 3,3281▲ 1" 2,1621 ▲ 69 2,6651    22 1位 | ▲ 3 27,4891▲ 4,325



東京都における剣道段位別受審者 (申込者)数の推移
剣道段位別受審者数の推移

注 段位別の受審者数は延べ人員数で表しています。

位 :人

初段

六段

七段

- 10000

- 8000

6000

段

三 段

四 段
ヽ

五 段

V

V

4000

2000

0・・・
゛

・゙・・ .′

・ ●

..,,゛ `,゛

゛‐
●●0‐

八 段

西 暦 元 号 段 三 段 四 段 五段 六段 七段 八段

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

禾日58

５９

６０

６１

６２

６３

元

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

元

２

成

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

和

和

平

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

令

令

昭 8,655

10,145

10.141

10,092

7,002

7,522

7,334

7,004

6,979

6,282

6,233

5,474

4,837

4,965

5,144

5,271

5,684

5,239

5,477

5,532

4,635

4,752

4,507

4,260

4,063

3,629

3,778

3,664

4,500

4,058

3,857

3,669

3,935

3,420

3,304

2,988

2,898

1,593

5,587

5,434

5,245

5,097

4,496

4,018

4,260

4,122

3.965

3,821

3.621

3,451

3,110

3.963

3,369

3.451

3,613

3,873

3,707

3,833

3,947

3,401

3,336

3,199

3,015

2,828

2,742

2.680

2,637

3.293

2,786

2,925

2,703

2,680

2,508

2,349

2,126

1,263

3,426

3,354

3,173

3,020

2,569

2,561

2,415

2,147

1,834

1,881

1,868

1,879

1,858

1,853

1,653

2,021

1,878

1,862

1,898

2,025

1,794

1,983

1,963

1,787

1,544

1,688

1,643

1,685

1,682

1,617

1,473

1,801

1,662

1,592

1,452

1,436

1,286

599

2,943

3,169

3,258

2,731

2,943

2,686

2,711

2,552

2,763

2,259

2,165

2,218

2,177

2,046

1,922

1,982

1,996

1,822

1,867

1,729

1.698

1,831

1,811

1,689

1,719

1,772

1,733

1,697

1,527

1,577

1,747

1,597

1,800

1,517

1,488

1,542

1,343

416

1,222

1,415

1,487

1,379

1,461

1,671

1,753

1,873

1,777

1,601

1,328

1,251

1,417

1,378

1,282

1,370

1,397

1,368

1,227

1,237

1,410

1,415

1,445

1,444

1,400

1,290

1,349

1,350

1,239

1,328

1,439

1,244

1,391

1,331

1,321

1,376

1,307

476

646

610

737

832

726

915

1,029

932

1,188

1,166

1,236

966

1,038

1,122

1,160

1,033

1,086

1,115

1,135

1,135

1,258

1.292

1,337

1,562

1,576

1,713

1,488

1,577

1,444

1,606

1,507

1,379

1,418

1,330

1,374

1,231

1,393

792

３‐９

３４４

３６４

３７９

３７７

３８‐

３８４

４２９

４７８

６６０

６２３

７８２

５５７

６２９

５４８

７‐３

６２３

７４８

６７９

９‐７

８２６

０３９

９３８

２００

‐‐２

４３８

０７‐

２４８

０９５

２０９

０７９

９７７

０４７

０９８

０８７

９５０

０２９

６８７

４９

４２

７４

８７

２９

３８

７３

３８

７４

８３

２６

５０

９３

５６

０３

３４

４９

４９

３３

ヽ

0
30令

和
元
年

平
成
元
年

昭
禾ロ
58
年
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束言剣逹だよタ

令
和
２
年
度
事
業
報
告

【４
月
】

４
日

（土
）
東
京
都
居
合
道
大
会

４
日

（土
）
女
子
剣
道
審
判
講
習
会

５
日

（日
）
東
京
剣
道
祭

１８
日

（土
）
国
体
選
手
選
考
会

１８
日

（土
）
女
子
剣
道
稽
古
会

１８
日

（土
）
剣
道
高
段
者
稽
古
会

１８
日

（土
）
剣
道
合
同
稽
古
会

【５
月
】

１７

日日 日 日 日

３０

日

【
６

月

】

２０

日

（日
）

（日
）

（日
）

（土
）

（火
）

（土
）

（土
）

30 26 23 17
日

２７

日

２９

日

【
７

月

】

６

日

Ｈ
日

２５

日

【８
月
】

（土
）

（月
）

日 日 日 日 日

【９
月
】

５
日

（土
）

16 15 15 15 8

（土
）

（月
）
剣
道
合
同
稽
古
会

（土
）
全
日
本
居
合
道
大
会
予
選
会

（土
）
剣
道
登
録
審
査
要
員
等
研
修
会

（土
）
女
子
剣
道
講
習
会

（土
）
剣
道
四
～
七
段
受
審
者
講
習
会

（土
）
剣
道
登
録
審
査
要
員
等
研
修
会

（土
）
剣
道
合
同
稽
古
会

（日
）
東
京
都
杖
道
大
会

。
東
京
杖
道
祭

都
民
体
育
大
会

全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子

剣
道
優
勝
大
会
予
選
会

剣
道
合
同
稽
古
会

剣
道
講
師
要
員
研
究
会

国
体
二
次
選
考
会

東
京
都
女
子
年
齢
別
剣
道
大
会

居
合
道
審
判
実
技
講
習
会

全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年

剣
道
優
勝
大
会
選
手
選
考
会

杖
道
指
導
者
審
判
講
習
会

剣
道
合
同
稽
古
会

寛
仁
親
王
杯
剣
道

八
段
選
抜
大
会

中  中 中 中 中 中 中 中
止  止 止 止 止 止 止 止

中
止

中
止

中
止

中
止

中
止

中
止

中

止

中

止

中

止

中

止

中

止

中

止

中

止

中

止

中

止

中

止

中

止

中

止

h912766
月

日 日 日 日 日
１７
日

（土
）

２２
日

（木
）

２２
日

（木
）

【１１
月
】

１
日

（日
）

１
日

（日
）

１４
日

（土
）

２１
日

（土
）

２８
日

（土
）

【１２
月
】

５
日

（土
）

１３
日

（日
）

１３
日

（日
）

２０
日

（日
）

２０
日

（日
）

令
和
３
年

【１
月
】

２７
日

（日
）

３０
日

（土
）

【２
月
】

６
日

（土
）

７
日

（日
）

２１
日

（日
）

２３
日

（休
）

２７
日

（土
）

【３
月
】

６
日

（土
）

８
日

（月
）

１３
日

（土
）

（日
）
東
京
都
青
年
剣
道
大
会

（日
）
都
民
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（月
）
剣
道
合
同
稽
古
会

（土
）
居
合
道
伝
達
講
習
会

（土
）
剣
道
八
段
受
審
者
講
習
会

剣
道
四
・五
段
審
査
会

東
京
都
シ
ニ
ア
大
会

剣
道
合
同
稽
古
会

剣
道
合
同
稽
古
会

剣
道
高
段
者
稽
古
会

剣
道
四
段
審
査
会

杖
道
四
・五
段
審
査
会

剣
道
五
段
審
査
会

東
京
都
形
剣
道
大
会

剣
道
合
同
稽
古
会

居
合
道
四
・五
段
審
査
会

東
京
都
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

東
京
都
剣
道
選
手
権
大
会

剣
道
合
同
稽
古
会

居
合
道
八
段
受
審
者
講
習
会

女
子
剣
道
稽
古
会

剣
道
合
同
稽
古
会

東
京
都
少
年
剣
道
大
会

杖
道
指
導
者
審
判
講
習
会

東
京
都
剣
道
大
会

居
合
道
四
・五
段
審
査
会

剣
道
合
同
稽
古
会

杖
道
四
・五
段
審
査
会

中

止

中

止

中

止

中

止

中

止

４０７
名
参
加

中
止

中
止

中
止

中
止

２４４
名
参
加

２７
名
参
加

２４５
名
参
加

中
止

中
止

７３
名
参
加

５２
名
参
加

１５２
名
参
加

中

止

中

止
中
止

中
止

中
止

７１
名
参
加

中
止

４８
名
参
加

中
止

９
名
参
加

２３
日

（火
）
全
日
本
都
道
府
県
対
抗

剣
道
優
勝
大
会
予
選
会

２７
日

（土
）
剣
道
八
段
受
審
者
講
習
会

令和 2年度剣道・居合道・杖道四・五段審査会の結果

１０６
名
参
加

３９
名
参
加

年月日 段位 受審者
実技

合格者
形。学科
不合格者

合格者 合格率
再受審

者
再受審
合格者

剣

　
道

R2.10.17
四 160 人 71人 9人 62 人 38.800 12人 12人

五 209 56 52 24.9

R2.11.14 四 223 85 11 74 33.2

R2.11.28 五 231 63 60 26.0

居
合
道

R2.12.13
四 37 17 17 45.9

五 35 17 17 48.6

R3.3.6
四 26 30.8

五 19 21.1

杖

　
道

R2.11.21
四 12 75.0

五 15 60.0

R3.3.13
四 50.0

五 60.0
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記

因
目

悌
」
杵
琳
需
躍
総
墜
ｐ
豚
趾
馴
道
選
手
権
大
会

令
和
２
年
１２
月
２０
日

於
　
東
京
武
道
館

優
　
勝
　
諸
岡
　
温
子

（学
生
ク
ラ
ブ
）

第
二
位
　
本
川
　
愛
梨

（足
　
立
）

第
三
位
　
桜
井
陽
奈
子

（学
生
ク
ラ
ブ
）

第
三
位
　
松
下
　
夏
生

（学
生
ク
ラ
ブ
）

堰
・手
権
大
会

令
和
２
年
１２
月
２０
日

於
　
東
京
武
道
館

樹

（学
連
剣
）

樹

（千
代
田
）

気

（西
東
京
）

二

（千
代
田
）

悌
伏
卜
＝
騰
俣
語
押
疹
ポ
随^
府
県
対
抗

剣
道
優
勝
大
会
東
京
都
予
選
会

令
和
３
年
３
月
２３
日

於
　
東
京
武
道
館

大
将
の
部

優
　
勝
　
碓
氷
　
好

一

（世
田
谷
）

優第
二

第
三

第
三
位 位 位 勝

石 村 中 山
田 冨 嶋 本

雄 聖 優 有

東京都選手権大会

東京都女子選手権大会 閉会式

東京都選手権大会 役員・入賞者

都道府県予選会 役員 。各部門優勝者

第
二
位

副
将
の
部

優
　
勝

第
二
位

中
堅
の
部

優
　
勝

第
二
位

五
将
の
部

優
　
勝

第
二
位

次
鋒
の
部

優
　
勝

第
二
位

先
鋒
の
部

上
原
　
祐
二

池
西
　
無
我

（学
連
剣
）

（法
　
務
）

宮
本
　
貴
之

（千
代
田
）

「道
大
会

令
和
３
年
４
月
３
日

於
　
東
京
武
道
館

中
墨
　
潤
希

（高
体
連
推
薦
）

チ
ー
ム
対
抗
優
勝
試
合

優
　
勝
　
　
板
　
橋

二
段
以
下
の
部

三

・
四
段
の
部

五

・
六
段
の
部

準
優
勝
　
　
新
　
宿

二
段
以
下
の
部

三

。
四
段
の
部

五

・
六
段
の
部

第
三
位

　

新
　
宿

二
段
以
下
の
部

三

・
四
段
の
部

五

・
六
段
の
部

貝
塚
　
泰
紀

齋
藤
　
勝
将

岩
川

伊
藤

力

（　
港
　
）

謙
剛

（千
代
田
）

黒
木
裕
二
郎

児
島
　
博
文

（中
央
大
）

（駒
澤
大
）

粂
田

福
永

中
村

茉
子

靖
史

彦
佑

西
谷
　
颯
太

星
野
す
み
れ

福
見
　
健
治

９
″

回
川
　
　
真

木
村
　
伊
志

海
賓
　
丈
彰

録
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束京剣違だよタ

陸
拌
ヒ
膿
猿
製
荼
・

令
和
３
年
４
月
４
日

於
　
東
京
武
道
館

ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
の
満
開
は
す
で
に
終

わ
り
、
綾
瀬
駅
か
ら
東
京
武
道
館

へ
向

か
う
道
の
左
側
の
八
重
桜
の
花
が
７
分

咲
き
に
な

っ
た
４
月
４
日
、
東
京
都
剣

道
連
盟
創
立
７０
周
年
を
記
念
し
た
第
６１

回
東
京
剣
道
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
第
６０
回
大
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
例
年
１
１
０
０
名
を

超
え
る
剣
士
が
参
集
し
、
日
ご
ろ
の
修

錬
の
成
果
を
披
露
す
る
の
で
す
が
、
今

年
は
関
東
近
県
か
ら

の
参
加
は
断
念

し
、
４
２
３
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

千
葉
胤
道
会
長
の
挨
拶
、
加
藤
浩
二
審

判
長
の
説
辞
の
後
、
打
太
刀
右
田
重
昭
、

仕
太
刀
栗
田
和
市
郎
両
範
士
八
段
に
よ

る
日
本
剣
道
形
の
演
武
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
五
段
の
部

（女
子
）
、

六
段

。
錬
士
六
段
の
部
の
演
武
が
お
こ

な
わ
れ
、
次

い
で
長
年
東
京
都
剣
道
連

盟
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ

っ
た
方
た

ち

へ
の
表
彰
式
の
あ
と
、
錬
士

・
教
士

七
段
の
部
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
部
の
演

武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
特
別
演
武
で
は
、
ま
ず

古
流
か
ら
。

直
心
影
流
之
形

『法
定
』

石
井
　
猛

井
上
　
豊

谷
口
　
茂
樹

永
嶋
　
加
代
子

人
会
会
長

小
野
派

一
刀
流

十
八
代
宗
家

免
許
皆
伝

認
証
状

認
証
状

普
段
、
な
か
な
か
拝
見
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
古
流
各
流
派
の
技
の
神
髄
を

ご
披
露
く
だ
さ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
剣
道
連
盟
に
所
属
し
、
剣
道

と
合
わ
せ
て
三
道
と

い
わ
れ
て
い
る
居

合
道
と
杖
道

の
演
武
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

居
合
道

立
　
会

範
士
八
段
　
柳
原

弘
文

演
武
者

教
士
八
段
　
無
双
直
伝
英
信
流

畠
中

篤
美

教
士
八
段

無
外
流

伊
藤

繁
男

教
士
八
段

夢
想
神
伝
流市

川

学

杖
道

打
太
刀

教
士
八
段
　
阿
部
　
　
修

仕
　
杖

教
士
八
段
　
力
武
　
公
平

剣
道
と
同
時
に
、
居
合
道
や
杖
道
の

稽
古
に
励
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
た
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も

っ
と
多
く

の
方
に
広
が

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
後
の
、
教
士
八
段

・
範
士
に
よ

る
模
範
試
合
は
、
熟
達
を
極
め
た
、
無

駄
と
力
み
の
な
い
、
流
れ
る
よ
う
な
技

が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
場
内
は
た
め
息

と
ど
よ
め
き
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
未
曾
有
の

疫
病
が
ま
ん
延
す
る
中
、
様
々
な
障
害

が
立
ち
ふ
さ
が

つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

開
催

に
こ
ぎ

つ
け
た
剣
道
祭

で
し
た

が
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
こ
の
大
会
に

よ
る
感
染
拡
大
と

い
っ
た
こ
と
も
起
こ

ら
な
か

っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
ご
同
慶

の
至
り
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
さ
ら

に
進
み
、
次
回
は
何
の
心
配
も
な
く
剣

道
祭
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

（編
集
子
）

優
秀
試
合
者

第

一
試
合
場

浅
　
井

洞
　
口

宮
　
坂

7目 彙 拿 毎 層 合

東京都居合道大会 団体優勝板橋チーム

中 庄 石 矢
山 嶋 崎 吹

竜 卓
一 司 徹

裕

五
行
之
形

東京剣道祭 直心影流之形 『法定』特別演武

V

V

信 雄 文

之 介 貴

文 高 台
体

京 連 東

東京剣道祭 日本剣道形演武
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正
太
郎

（新
　
宿
）

悦
　
子

（中
　
野
）

泉

（自
衛
隊
）

（西
東
京
）

（西
東
京
）

（西
東
京
）

第
四
試
合
場

悌
比
什
伏
胸
掴
眠
淋
鰭
顆
・桧
剣
道
競
技

選
手
選
考
会

令
和
３
年
４
月
１７
日

於
　
東
京
武
道
館

成
年
女
子
の
部

紀

（中
　
野
）

織

（千
代
田
）

悌
比
杵
快
扁
偏
揮
擦
慮
亦
松・・松一剣
道
競
技

選
手
選
考
会

令
和
３
年
５
月
２５
日

於
　
東
京
武
道
館

成
年
男
子
の
部

悌
肝
卜
偏
保
賠
理
稔
鸞
閂
焉
・課
対
抗
女
子

剣
道
優
勝
大
会
東
京
都
予
選
会

令
和
３
年
６
月
９
日

於
　
東
京
武
道
館

鈴
木
　
亜
紀

（中
　
野
）

山
本
佐
代
子

（西
東
京
）

（足
　
立
）

（法
　
務
）

諸
岡
　
温
子

（中
央
大
）

倉
ノ
下
萌
香

（東
洋
大
）

十
””車
冽
　
ふυ
・喜側
　
（高
体
連
推
薦
）

悌
卜
憚
μ
Ｆ
個
括
膳
飩
魏
蛛
・一鑓
状
絵
・

第
二
十
二
回
東
京
杖
道
祭

令
和
３
年
６
月
１９
日

於
　
東
京
武
道
館

杖
道
部
会
常
任
理
事
　
藤
崎
　
興
朗

収
束
の
域
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
昨
年
度
の
杖
道
大
会
は
止
む
無

く
中
止
と
な

っ
た
。
本
年
は
、
６
月
１９

日
に
東
京
武
道
館
に
お
い
て
、
東
京
都

剣
道
連
盟
創
立
７０
周
年
を
記
念
し
て
、

第
３３
回
東
京
都
杖
道
大
会

。
第
２２
回
東

京
杖
道
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
東
京
武

道
館
、
東
京
新
聞

。
東
京
中
日
ス
ポ
ー

ツ
の
後
援
を

い
た
だ
き
、
ま
た
当
杖
道

部
会
と
し
て
は
釣
賀
敏
郎
新
会
長
を
迎

え
て
の
初
め
て
の
大
会
の
実
施
と
な

っ

た
。当

日
は
大
会
主
催
者
の
東
京
都
剣
道

連
盟
千
葉
胤
道
会
長
の
出
席
を
い
た
だ

く
と
同
時
に
、
ご
懇
篤
な
る
祝
辞
に
参

加
者

一
同
感
激
し
て
の

一
日
と
な

っ

た
。そ

し
て
大
会
は
当
然
そ
の
感
染
防
止

対
策
で
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
徹
底
し

な
が
ら
の
開
催
で
、
厳
し
い
環
境
と
は

い
え
早
朝
か
ら
雨
天
の
中
、
久
々
の
大

会
参
加
に
意
気
揚
々
と
し
た
選
手
の
姿

が
見
ら
れ
、
杖
道
に
思
い
を
馳
せ
る
杖

友
に
感
謝
と
感
激
の
極
み
で
あ

っ
た
。

第

試
△

場

第

試
ノヽ
日

場

岩 青 安

瀬 木 藤

勝 健

彦 一 功

西 練
東
京 馬

冨 小 中

田 笠 谷

正 俊 明

道 樹 子

中 斉 水

原 藤 野

中 大
堅 将

菅 鈴

原 木

小 亜

」ヒ

V

先
鋒
　
桜
　
井
　
陽
奈
子

（学
生
ク
ラ
ブ
）
　
　
　
第
二
位
　
冨
永
比
奈
野

（　
港
　
）
　
　
　
先
鋒
の
部

国体予選会

都道府県女子予選会 中堅の部入賞者

都道府県女子予選会 各部門優勝者

次   副   大
第 優 鋒 第 優 将 第 優 将
二  の 二  の 二  の
位 勝 部 位 勝 部 位 勝 部

大 小
里 泉

史 葉
織 子

先 次
鋒 鋒

井 村

上 冨

達 聖

登 気

副 大
将 将

天 植

野 原

康 吉

寿 朗

中
堅

ネ申

崎

力

悌
肝
卜
偏
惧
睛
理
詮
耐
釉
鉤
・県
対
抗
女
子

剣
道
優
勝
大
会
東
京
都
予
選
会

令
和
３
年
６
月
２
日

於
　
東
京
武
道
館

中
堅
の
部

優
　
勝
　
二
宮
　
恭
子

（西
東
京
）

（学
連
剣
）

（高
体
連
）

（西
東
京
）

（西
東
京
）

（学
生
ク
ラ
ブ
）

V
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東京剣逹だυ

平
時
と
異
な
り
、
無
観
客
の
大
会
で

あ
り
、
参
加
者
も
余
儀
な
く
減
少
と

な

っ
た
こ
と
か
ら
、
試
合
場
も
四
試

合
場
か
ら
二
試
合
場
で
の
進
行
と
な

っ

た
。
ま
た
恒
例
の
大
学
生
に
よ
る
団
体

戦
も
や
む
な
く
中
止
と
な
る
中
、
少
々

盛
り
上
が
り
が
心
配
で
は
あ

っ
た
。
し

か
し
、
神
奈
川
県

・
千
葉
県

・
埼
玉
県

か
ら
の
参
加
者
、
そ
し
て
、
事
前
研
修

会
で
の
審
判
員

。
係
員
の
真
剣
で
充
実

し
た
研
修
内
容
の
成
果
で
、
実
に
武
道

大
会
ら
し
く
、
気
配
り

ｏ
礼
節

・
各

々

の
状
況
判
断
が
行
き
届
い
た
凛
と
し
た

大
会
と
な

っ
た
。

試
合
は
既
定
の
規
則
の
他
、
感
染
防

止
対
策
と
し
て
暫
定
的
な
試
合
者
審
判

員
要
領
を
申
し
合
せ
と
し
て
行

い
、
進

行
は
二
人

一
組
の
個
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
で
そ
の
結
果
は
別
項
の
よ
う
に
な

っ

た
。
今
回
は
特
に
神
奈
川
県
勢
の
活
躍

が
目
立

っ
た
。

優
勝

・
入
賞
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は

日
頃
の
稽
古
の
成
果
が
表
現
で
き
、
段

位
に
応
じ
た

「姿
正
し
く
、
適
正
な
杖

と
太
刀
の
理
合

い
、
迫
真
の
技
を
求
め

た
気
力
」
が
認
め
ら
れ
た
結
果
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

午
後
か
ら
の
杖
道
祭
は
、
各

々
が
日

頃
の
修
行
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
で

あ
る
。
制
定
形
の
起
源
で
あ
る
古
流
の

技
も
多
彩
で
真
剣
そ
の
も
の
、
披
露
す

る
演
武
者
の
姿
は
杖
道
の
奥

の
深
さ
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。
頼
も
し
い
限
り

で
あ
る
ｃ

全
日
本
剣
道
連
盟
そ
し
て
東
京
都
剣

道
連
盟
か
ら
の
感
染
防
止
対
策
の
指
導

を
杖
道
部
会
と
し
て
徹
底
し
、
厳
し
い

環
境
で
も
部
会
が

一
致
団
結
し
て
今
回

の
大
会
が
無
事
に
終
了
で
き
た
事
に
感

謝
し
た
い
。
今
回
の
参
加
者
は
も
と
よ

り
、
杖
道
部
会

一
同
は
、
「
一
陽
来
復
」

と
杖
道
の

「無
限
の
可
能
性
」
に
期
待

し
、
杖
道
の
普
及
発
展
に
思

い
を
馳
せ

た
こ
と
と
思
う
。

初
段
の
部

一　

位

西
村

西
村

會
沢

會
沢

尚
子

正
仁

安
弘

美
香

橋
本
　
亮
子

シ
ェ
ム
ニ
・サ
ム
エ
ル

稲
田
　
和
幸

落
合
　
　
剛

（目
黒
区
剣
道
連
盟
）

（目
黒
区
剣
道
連
盟
）

（桃
林
杖
道
会
）

（桃
林
杖
道
会
）

石
田
　
勝
彦

鐘
　
　
日日
榮

古
賀
麻
奈
美

武
藤
亜
紀
子

（武
道
学
園
純
正
館
）

（武
道
学
園
純
正
館
）

（桃
林
杖
道
会
）

（桃
林
杖
道
会
）

下
田

滝
瀬

大
澤

石
田

正
信徳

奈
美

達
郎

二
　

位

二
段
の
部

一　

位

二
　

位

三
段
の
部

一
　

　

Ｌ
上

一　

　

右
＝

二
　

位

四
段
の
部

一　

位

二
　

位

（夢
　
想
　
館
）

（夢
　
想
　
館
）

（千
葉
県
剣
連
）

（千
葉
県
剣
連
）

成
績一

回
戦

二
回
戦

三
回
戦

四
回
戦

準
決
勝

決
　
勝

飯
島

（長
　
野
）

乗
田

（三
　
重
）

（鹿
児
島
）

（新
　
潟
）

（栃
　
木
）

（宮
　
崎
）

（
日
黒
区
剣
道
連
盟
）

（多
摩
杖
道
会
）

（武
光
塾
杖
道
会
）

（武
光
塾
杖
道
会
）

五
段
の
部

一
　

　

Ｌ
ム

一　

　

右
μ

二
　

位

六
段
の
部

一　

位

二
　

位

七
段
の
部

一　

位

二
　

位

清
水
　
裕
子

南
　
　
敦
也

山
川
　
恵
司

田
村
の
り
子

（神
奈
川
県
剣
連
）

（神
奈
川
県
剣
連
）

（蔵
脩
館
杖
道
会
）

（目
黒
区
剣
道
連
盟
）

佐
野
　
弘
和

西
垣
　
泰
宏

石
田
ゆ
き
子

ナ
ク
ラ
・オ
レ
リ
ア
ン

（神
奈
川
県
剣
連
）

（神
奈
川
県
剣
連
）

（神
奈
川
県
剣
連
）

（神
奈
川
県
剣
連
）

石
堂
虎
太
郎

中
川
　
靖
浩

岩
本
　
光
弘

斎
藤
　
嘉
教

（神
奈
川
県
剣
連
）

（神
奈
川
県
剣
連
）

（神
奈
川
県
剣
連
）

（神
奈
川
県
剣
連
）東京都杖道大会

因
目

悌
」
眸
」
需
保
措
理
拌
趾
鮨
・測
道
選
手
権
大
会

令
和
３
年
３
月
１４
日

優

勝
　
諸
　
岡

於
　
長
野
県

温
　
子

（学
生
ク
ラ
ブ
）

写
真
提
供
　
　
全
日
本
剣
道
連
盟

メ
　
ー

ー

メ

メ
ー

ー

メ

ー
ー

メ

ー
ー

メ
メ
ー

ー
　
メ

メ
　
ー

ー

植
選
手
権
大
会

令
和
３
年
３
月
１４
日

於
　
長
野
県

優
秀
選
手
　
山
本
　
有
樹

（学
連
剣
）

山 竹 小 村
崎 中 川 田

全日本女子選手権大会
優勝 諸岡選手

報

」ヒ
r=3
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陸
障
株
旧
膿
胚
露
劣

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

令
和
３
年
６
月
２０
日

成
年
女
子

監
督
　
寺
　
地

先
鋒
　
桜
　
井

中
堅
　
菅
　
原

大
将
　
鈴
　
木

於
　
栃
木
県

賢
二
郎

陽
奈
子

（学
生
ク
ラ
ブ
）

小
　
織

（千
代
田
）

亜
　
紀

（中
　
野
）

少
年
男
子

監
督
　
天
　
野
　
康
　
寿

ブロック大会
年女子選手

・
東

少
国民体育大会関
役員・監督・

補 大 副 中 次 先 監
員 将 将 堅 鋒 鋒 督

下 梅 北 臼 時 木 坂

村 澤 井 倉 任 村 田

晏 萌 沙 鈴   正

補 大 副 中 次 先
員 将 将 堅 鋒 鋒

伊 新 片 大 樋 加

東 妻 桐 森 口 庭

勇  雅 隆 優

東
海
大
菅
生

少
年
女
子

少
年
女
子
が
２
位
で
三
重
国
体
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

悌
ト
ト
偏
惧
陪
理
栓
耐
順
巫
愧
対
抗
女
子

剣
道
優
勝
大
会

令
和
３
年
７
月
１０
日

於
　
奈
良
県

大 副 中 次 先 監
将 将 堅 鋒 鋒 督

鈴 小 二 諸 北 上

木 泉 宮 岡 井 浦

亜 葉 恭 温 沙 か
な

紀 子 子 子 樹 え

中 足

野 立

一
回
戦
　
東
京
都

二
回
戦
　
東
京
都

４
１
０
　
秋
田
県

１
１
１
（代
）長
崎
県

V

V

太
允 吾 俊 貴 郎 太

（正
則
学
園
）

（明
大
中
野
）

（正
則
学
園
）

（東海大付属高輪台）

（東
海
大
菅
生
）

（郁
文
館
）

晴結

（淑
徳
巣
鴨
）

小ヽ
」
（日
体
大
桜
華
）

乃

（淑
徳
巣
鳴
）

樹

（淑
徳
巣
鴨
）

里

（淑
徳
巣
鳴
）

加

（淑
徳
巣
鴨
）

桜

美

林

修

　

徳

都
立
松
が
谷

準
々
決
勝

淑
徳
巣
鴨

都
立
深
川

東
海
大
菅
生

修

　

徳

準
決
勝

淑
徳
巣
鴨

都
立
富
士

決
　
勝

淑
徳
巣
鴨

Ｑ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
（
Ｕ

Ｏ

Ｉ

‐
５

５

１

‐
０

２

１

‐
１

民
Ｊ
Ｉ

，∩
Ｕ

∩
）
！
―
■
■

１
ユ
ー
１
０
４

４

１

‐
０

Ｑ
υ
！
―
（
Ｕ

Ｏ

Ｉ

‐
４

都
立
篠
崎

都
立
富
士

潤
徳
女
子

都
立
清
瀬

都
立
青
梅
総
合

東
海
大
付
属
高
輪
台

都
立
富
士

都
立
松
が
谷

東
海
大
付
属
高
輪
台

修

　

徳

（高
体
連
）

（学
生
ク
ラ
ブ
）

（西
東
京
）

男
子
の
部

ベ
ス
ト
ー６

足
立
学
園

都
立
青
梅
総
合

杉
並
学
院

明
大
付
属
中
野

郁

文

館

城
西
大
付
属
城
西

東
海
大
付
属
高
輪
台

拓
殖
大
第
一

準
々
決
勝

巣

　

鴨

杉
並
学
院

郁

文

館

東
海
大
付
属
高
輪
台

準
決
勝

東
海
大
菅
生

郁

文

館

決
　
勝

東
海
大
菅
生

女
子
の
部

ベ
ス
ト
ー６

淑
徳
巣
鴨

都
立
光
丘

都
立
深
川

東
海
大
付
属
高
輸
台

巣

　

鴨

東
海
大
菅
生

都
立
八
王
子
東

正
則
学
園

桜

美

林

都
立
上
水

日
大
豊
山

東
海
大
菅
生

正
則
学
園

城
西
大
付
属
城
西

拓
殖
大
第

一

正
則
学
園

東
海
大
付
属
高
輪
台

東
海
大
付
属
高
輪
台

都

立

昭
和

都
立
青
梅
総
合

十

文

字

日
体
大
桜
華

敬
春
季

剣
道
大
会
兼
関
東
大
会
団
体
東
京
都
予
選

令
和
３
年
５
月
７
日

於
　
東
京
武
道
館

■
上
―

・
０
″４

１
■
１

０
Ｚ

Ｑ
υ
ｌ
ｌ
（
Ｕ

ｌ

ｌ
１
２

２

１
１

１

２

１
１

１

２

１
１
１

２

１
１
１

つ
４
１
１
う
０

１
ユ
ー
１
０
乙

５

１

‐
０

３

１

‐
１

つ
４
１

∩
Ｕ

ｌ

１

３

■
上
―

∩
Ｕ

Ｅ
Ｊ
Ｉ

∩
Ｕ

Ｏ

１

１

４

１

０

３

１

‐
０

２
１
１
　

修

　

徳

・牧
春
季

剣
道
大
会
兼
関
東
大
会
個
人
東
京
都
予
選

令
和
３
年
５
月
９
日

於
　
東
京
武
道
館

男
子
の
部

ベ
ス
ト
ー６

片
桐

（東海大震
高輸台）
コ
ー
　
梶
原

（拓
殖
大
第
一）

佐
藤

（　
芝
　
）
メ
コー
ツ
宮
本

（都
立
葛
西
南
）

木
村

（東海奮
高輪台）

―

メ新
妻

（東
海
大
菅
生
）

大
野
（巣
　
鴨
）
メ反―

ド
東

　

（杉
並
学
院
）

大
矢

（桜
美
林
）

―

ド
米
山

（都
立
鷺
宮
）

大
森

（正
則
学
園
）
コ
コー
　
久
保

（足
立
学
園
）

川
鍋

（早
稲
田
実
業
）
コメー
　
上
月

（国
士
舘
）

樋
口

（明
大
付
属
中
野
）
コ
ー
　
大
西

（都
立
富
士
）

準
々
決
勝

片
桐

（東海大震
高輪台）
メ
ー
　
佐
藤

（　
芝
　
）

新
妻

（東
海
大
菅
生
）
メ
ー
　
大
野

（巣
　
鴨
）

米
山

（都
立
鷺
宮
）

―

メ
大
森

（正
則
学
園
）

者Б
」:ム

光
丘
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締 剣違爆 タ

川
鍋
（早
稲
田
実
業
）
メ
ー
ココ樋
口
（明大付
属中
野
）

準
決
勝

片
桐

（東海奮
高輪台）
コ
ー
　
新
妻

（東
海
大
菅
生
）

大
森

（正
則
学
園
）
メ
ー
　
樋
口
（明大
付
属
中
野
）

決
　
勝

片
桐

（奏
毬
輸台）
メ
ー
　
大
森

（正
則
学
園
）

怜
蜘
」
降
」障
除」旧
扁
凸
鍮
・校
剣
道
大
会

東
京
都
予
選
会
個
人
戦

令
和
３
年
５
月
２８
日

於
　
東
京
武
道
館

男
子
の
部

ベ
ス
ト
ー６

片
桐

（奏
特
輪台）

―

メ
大
野

（巣
　
鴨
）

荒
井

（足
立
学
園
）

―

メ
川
下

（明
大
付
属
中
野
）

西
川

（東
洋
大
京
北
）

―

メ
上
月

（国
士
舘
）

久
保

（足
立
学
園
）

―

メ樋
口

（明
人
震
中
野
）

新
妻

（東
海
大
菅
生
）
メ
メー

メ
仲
田

（巣
　
鴨
）

田
　
（上
野
学
園
）

―
コ
コ加
庭

（正
則
学
園
）

小
野

（国
士
舘
）

―
メ
コ安
倍

（都
立
上
水
）

伊
豆
本
（奏
健
輸台）
メ
ー
　
橋
本

（駒
澤
大
学
）

準
々
決
勝

大
野

（巣
　
鴨
）

―

メ
川
下

（明
大
付
属
中
野
）

上
月

（国
士
舘
）

―

メ樋
口

（明
大
付
属
中
野
）

新
妻

（東
海
大
菅
生
）
メ
ー
　
加
庭

（正
則
学
園
）

安
倍

（都
立
上
水
）
コ
ー
メ
メ伊
豆
本
（東海大震
高輪台）

準
決
勝

川
下

（明
大
付
属
中
野
）

‐―
ヨ
樋
口

（明
人
付
属
中
野
）

新
妻

（東
海
大
菅
生
）

‐―

コ伊
豆
本
（東海人付属高輪台）

決
　
勝

樋
口

（明
大
付
属
中
野
）

―

コ伊
豆
本
（東海人付属高輪台）

女
子
の
部

ベ
ス
ト
ー６

北
井

（淑
徳
巣
鳴
）
メ
メーー
　
小
林

（都
立
光
丘
）

増
子

（日
体
大
桜
華
）

―
メ
コ中
村

（修
　
徳
）

を
　
（淑
徳
巣
鳴
）
メ
メー
ニ
時
任

（日
体
大
桜
華
）

太
田

（都
立
全
子東
）
メ
メー
ニ
山
下

（東海大付属高輪台）

内
田

（東
海
大
菅
生
）
メ
ー
　
木
村

（淑
徳
巣
鴨
）

雨
田

（日
体
大
桜
華
）
メ
ー
　
後
藤

（都
立
晴
海
総
合
）

岡
田

（日
体
大
桜
華
）

‐―

コ多
田

（立
教
女
学
院
）

小
田
切
（都
立
富
士
）
　
―
‐

準
々
決
勝

北
井

（淑
徳
巣
鳴
）
メ
メー

在
　
（淑
徳
巣
鴨
）
メ
ー

内
田

（東
海
大
菅
生
）
メ
ー

多
田

（立
教
女
学
院
）

―

準
決
勝

北
井

（淑
徳
巣
鴨
）
メ
ー

内
田

（東
海
大
菅
生
）
ツ
ー

決
　
勝

北
井

（淑
徳
巣
鴨
）
メ
ー

メ梅
澤

（淑
徳
巣
鴨
）

中
村

（修
　
徳
）

太
田

（都
立
全
子
東
）

雨
田

（日
体
大
桜
華
）

メ梅
澤

（淑
徳
巣
鴨
）

在
　
（淑
徳
巣
鴨
）

梅
澤

（淑
徳
巣
鴨
）

内
田

（東
海
大
菅
生
）

怜
蜘
Ｆ
歴
藤
眠
悟
理
肺
彬
呼
・較
剣
道
大
会

東
京
都
予
選
会
個
人
戦

令
和
３
年
６
月
１１
日

於
　
東
京
武
道
館

男
子
の
部

ベ
ス
ト
ー６

東
海
大
菅
生
　
３
１
０
　
都
立
上
水

都
立
青
梅
総
合
（杢
１
１
‐１
　
都
立
松
が
谷

巣
　
　
鴨
　
４
１
１
　
桜

美

林

足
立
学
園
　
１
１
１
一杢
郁

文

館

正
則
学
園
　
４
１
０
　
國
學
院
久
我
山

明
大
付
属
中
野
　
４
１
０
　
駒
澤
大
学

杉
並
学
院
　
１
１
２
　
都
立
富
士

都
立
八
王
子
東
　
０
１
‐３
　
東
海
大
付
属
高
輪
台

準
々
決
勝

東
海
大
菅
生
　
２
１
‐１
　
都
立
青
梅
総
合

巣

　

鴨
一代
）２
１
２
　
郁

文

館

正
則
学
園
（代
）０
１
０
　
明
大
付
属
中
野

都
立
富
±
　
２
１
３
　
東
海
大
付
属
高
輪
台

準
決
勝

東
海
大
菅
生
　
２
１
１
　
）果
　
　
一鴨

正
則
学
園
　
２
１
１
　
東
海
大
付
属
高
輪
台

決
　
勝

東
海
大
菅
生
　
０
１
３
　
正
則
学
園

女
子
の
部

ベ
ス
ト
ー６

淑
徳
巣
鴨
一代
）３
１
０
　
都
立
篠
崎

都
立
昭
和
　
１
１
４
　
東
海
大
菅
生

都
立
青
梅
総
合
　
０
１
３
　
広
尾
学
園

文
化
学
園
大
杉
並
　
２
１
２
一企
都
立
富
士

東
海
人
付
属
高
輪
台
　
３
１
１
　
都
立
国
立

日
体
大
桜
華
　
２
１
１
　
駒
澤
大
学

都
立
深
川
　
３
１
１
　
都
立
鷺
宮

都
立
上
水
　
０
１
４
　
修
　
　
徳

準
々
決
勝

淑
徳
巣
鴨
　
２
１
１
　
東
海
大
菅
生

広
尾
学
園
　
０
１
５
　
都
立
富
士

東
海
人
付
属
高
輸
台
　
０
１
１
　
日
体
大
桜
華

都
立
深
川
　
０
１
２
　
修
　
　
徳

準
決
勝

淑
徳
巣
鴨
　
３
１
０
　
都
立
富
士

日
体
大
桜
華
　
２
１
１
　
修
　
　
徳

決
　
勝

淑
徳
巣
鴨
　
３
１
１
　
日
体
大
桜
華

悌
・工いＥ・^ｒ
臥」訓屁Ⅲ騰
措
曖
趾
け狡
剣
道
大
会

令
和
３
年
６
月
４
～
６
日

於
　
埼
玉
県

女
子
団
体
の
部

優
　
勝
　
淑
徳
巣
鴨
高
等
学
校

第
三
位
　
修
徳
高
等
学
校

女
子
個
人
の
部

第
三
位

北

井

沙

樹

（淑
徳
巣
鴨
高
等
学
校
）

女
子
の
部

ベ
ス
ト
ー６

北
井

（淑
徳
巣
鴨
）
メ
メー
　
岩
邊

雨
田

（日
体
大
桜
華
）
メ
ー
　
太
田

平
原

（十
文
字
）

――
メド
齋
藤

社
　
（淑
徳
巣
鴨
）
ド
ー
　
秋
庭

梅
澤

（淑
徳
巣
鴨
）
メ
ー
　
宮
村

三
枝

（都
立
光
丘
）

―

メ鍋
島

山
内

（東
海
大
菅
生
）
メ
ー
　
高
橋

木
村

（淑
徳
巣
鳴
）

―

コ時
任

準
々
決
勝

北
井

（淑
徳
巣
鳴
）
メ
メー
　
雨
田

齋
藤

（修
　
徳
）
メ
ー
　
桂

梅
澤

（淑
徳
巣
鴨
）
メ
ー
　
鍋
島

山
内

（東
海
大
菅
生
）
メ
ー
　
時
任

準
決
勝

北
井

（淑
徳
巣
鴨
）
メ
ー
　
齋
藤

梅
澤

（淑
徳
巣
鴨
）
コ
ー
　
山
内

決
　
勝

北
井

（淑
徳
巣
鴨
）
メ
ー
　
梅
澤

（都
立
昭
和
）

（東
海
大
菅
生
）

（修
　
徳
）

（都
立
深
川
）

（都
立
深
川
）

（東
海
人
付
属高
輪
台
）

（都
立
昭
和
）

（
日
体
大
桜
華
）

（口
体
大
桜
華
）

（淑
徳
巣
鴨
）

（東海人付属高輪台）

（日
体
大
桜
華
）

（修
　
徳
）

（東
海
大
菅
生
）

（
淑
徳
巣
鴨
）

▼
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全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
優
勝
で

都
知
事
を
表
敬
訪
間

中
央
大
学
３
年
　
諸
岡
　
温
子

３
月

１４
日
に
行
わ
れ
た
第

５９
回
全
日
本

女
子
剣
道
選
手
権
大
会
で
、
東
京
都
代
表
と

し
て
出
場
し
た
中
央
大
学
３
年

の
諸
岡
温

子
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
「
こ

の
よ
う
な
名
誉
あ
る
こ
と
は
ぜ
ひ
と
も
東

京
都
知
事
に
報
告
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
声

が
上
が
り
、
３
月
３０
日

（火
）
の
夕
方
に
小

池
百
合
子
都
知
事
を
表
敬
訪
問
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
東
京
都
剣
道
連
盟
の
千
葉

胤
道
会
長
を
は
じ
め
、
中
央
大
学
剣
道
部
の

潮
清
孝
部
長
、
北
原
修
監
督
も
同
道
し
、
午

後

４
時

１５
分

に
都
知
事

の
会
見
室
を
訪
れ

ま
し
た
。＼

／

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼
／

／
＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

／
＼

初
め
に
小
池
都
知
事
に
、
時
間
を
取

っ
て

い
た
だ

い
た
こ
と
の
お
礼
を
述
べ
、
次
の
よ

う
に
お
話
し
し
ま
し
た
。

「
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

で
東
京
都

代
表
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が

幼

い
こ
ろ
か
ら
の
夢
で
あ
り
、
私
に
と

っ
て

憧
れ
の
舞
台
で
し
た
。
大
会
に
は
、
初
出
場

だ

っ
た
為
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
気
持
ち
で

臨
み
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
練

習
時
間
も
短
縮
し
ま
し
た
が
、
自
身
で
勝

つ

た
め
に
必
要
な
事
を
常
に
考
え
な
が
ら
自

主
練
習
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
創
意
工
夫
を
加

え
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
試
合

を
通
し
て
、
日
々
仲
間
と
共
に
練
習
が
で
き

て
い
た
こ
と
、
剣
道
が
で
き
る
環
境
と

い
う

も

の
は
当
た
り
前

で
は
な

い
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
ｃ

今
大
会
を
運
営
し
て
く
だ
さ

っ
た
剣
道

連
盟

の
皆
様
、
ま
た
、
学
生

の
為
剣
道
を

で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
頂

い
た
監
督
始

め

ス
タ

ッ
フ
の
皆
様

に
感
謝

の
気
持
ち

で

い
っ
ぱ

い
で
す
。
こ
こ
で
日
本

一
に
な
れ
た

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な

っ
た
先
生

方
や
仲
間
、
家
族
に
支
え
ら
れ
て
成
し
遂
げ

ら
れ
た
結
果
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
挑
戦

者

の
き
も
ち
を
忘
れ
ず
に
、
今
回
試
合
で
学

ん
だ

こ
と
を
今
後

に
活
か
し
て
来
た
る
学

生
大
会

に
向
け

て
精
進
し
て
ま

い
り
た

い

と
思

い
ま
す
」

都
知
事
か
ら
は
以
下

の
よ
う
な
お
言
葉

を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
も
で
き
な

い
中
で
良

く
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た

マ
ス

ク
の
上
か
ら
面
を

つ
け
る
な
ど
苦
労
も
さ

れ
た
と
思

い
ま
す
。
日
本
の
武
道
の
柱
で
あ

る
剣
道
で
、
こ
れ
か
ら
も
心
強
く
、
技
を
磨

き
、
体
を
鍛
え
て
、
次
の
目
標
に
挑
ん
で
今

後
も
剣
道
界
を
盛
り
上
げ

て
行

っ
て
く
だ

さ
い
」

そ
し
て
、
都
知
事
と
と
も
に
写
真
撮
影
を

し
て
表
敬
訪
間
を
終
え
ま
し
た
。

.._擁 r

左から北原監督、諸岡さん、小池都知事、千葉会長、潮部長
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点京剣違だよタ

称
ザ

・
六
段
‐以

上
合
格
，‐‐‐‐春

剣
道
範
士

一
（５
月
３
日
於
京
都
府
）

松
下
吉
進
　
７０
歳

（板
橋
）

井
正
樹

。
新
井
　
傑

【中
野
】
宇
野

孝

【世
田
谷
】
小
松
　
茂

【港
】
薮
田

貴
志
【品
川
】
北
村
直
彦

【大
田
】
日
景

俊

【北
】
梶
田
郁
男

【荒
川
】
坂
田
岳

史

【板
橋
】
松
本
忠
治
。田
中
裕
公

【西

東
京
】
矢
野
昌
子

・
坪
地
宏
彰

・
黒
瀬

博
之

。
川
瀬
達
郎

。
野
崎
　
茂

・
倉
島

秀
夫
・村
上
敏
行

【法
務
】
古
市
鉄
義

【自

衛
隊
】
飯
尾
武
弘

剣
道
六
段

（２
月
２１
日
於
長
野
県
）

【千
代
田
】
菅
原
小
織
・網
谷
麻
里
子

【中

央
】
小
掠
　
剛

【墨
田
】
日
高
　
昔了

小
林
勝
己

【江
東
】
田
代
浩
平
。三
村

淳

【足
立
】
本
川
愛
梨

。
早
苗
幹
子

・

刑
部
　
治

【新
宿
】
田
原
恭
子

【中
野
】

関
根
雅
晴

・
重
松
　
健

【杉
並
】
木
下

潤

一
・
黒
瀬
賢
吾

・
北
　
週
作

・
寺
本

剛

【世
田
谷
】
本
村
亮
輔
・
藤
井
雅
章

・

西
脇
丈
太
郎
。高
岸
寿
子

【港
】
岩
川

力

【品
川
】
石
川
久
恵

【大
田
】
近
藤

卓
。飯
島
靖
彦

【豊
島
】
佐
藤
　
昭

【北
】

中
川
光
二

【板
橋
】
大
崎
龍
馬

【練
馬
】

近
澤

一
穂

【西
東
京
】
上
床
　
肇

・
山

本
雄

丁
大
槻
真
勇

【警
視
庁
】
小
西

輝

・
吉
武
智
史

・
猪
野
将
守

。
川
崎
健

児

【法
務
】
嶋
村
　
聡

【自
衛
隊
】
高

橋
晃
博

。
加
藤
潤

一

【学
連
剣
】
滝
沢

壬
↑

日
只剣

道
六
段

（４
月
２９
日
於
京
都
府
）

【新
宿
】
飯
塚
裕

一
【中
野
】
北
川

薫

【杉
並
】
濱
田
洋
子

【渋
谷
】
小
林

千
晶

【港
】
佐
川
　
桂

【北
】
浅
野
大

将

【荒
川
】
渡
辺
正
行

【西
東
京
】
藤

野
具
樹

・
小
池
　
満

【警
視
庁
】
西
村

和
倫

【高
体
連
】
齋
藤
勝
将

剣
道
セ
段

（４
月
３０
日
於
京
都
府
）

【墨
田
】
兼
古
雅
空
。稲
田
和
幸

【新
宿
】

千
々
布
敏
弥

【渋
谷
】
東
野
祥
策

【大
田
】

荒
牧
聖

一
【板
橋
】
大
野
隆
信

【西
東
京
】

関
根
啓
貴

【警
視
庁
】
畠
中
宏
輔

剣
道
錬
士

（５
月
３
日
於
京
都
府
）

【千
代
田
】
松
田
賢

一
郎

。
米
田
徳
仁

・

萩
原
和
幸

・
安
永
和
生

【中
央
】
近
藤

俊
平
。
豆
田
忠
補

【葛
飾
】
伊
垣
　
諒

・

花
田
大
作

【江
戸
川
】
田
島
宏
毅

・
武

川
洋

一

【新
宿
】
板
井
克
己

【杉
並
】

井
上
裕
教

【港
】
畠
山
信
美

。
桑
水
流

美
代
子

【目
黒
】
大
石
公
隆

【北
】
鈴

木
康
平

。
高
須
直
岐

【板
橋
】
多
田
光

一

【練
馬
】
上
野
耕

一

【西
東
京
】
納

谷
俊
大

・
森
川
朋
亮

・
椎
野
貴
史

。
柏

木
誠
士

・
但
馬
淳
仁

・
竹
下
正
樹

。
二

ツ
森
尚
美

・
玄
田
　
恵

・
間
宮
あ
ゆ
み
。

三
浦
　
茂

・
森
　
正
志

。
小
宮
健
治

・

清
水
竹
夫

【警
視
庁
】
石
井
良
三

。
近

藤
浩
貴

・
鯛
津
大
介

・
蒲
原
秀

一
。
杉

本
久
美
子

・
鮫
島
幸

一
郎

【法
務
】
小

南
雅
和

【自
衛
隊
】
米
村
尚
之

・
皆
川

貴
廣
・柴
田
俊
司

【消
防
庁
】
折
笠
雄
基
・

野
澤
勇
太

・
森
下
　
立

剣
道
教
士

（５
月
３
日
於
京
都
府
）

【千
代
田
】
中
世
古
正
則

・
坂
田
則
子

。

西
島
大
美

【中
央
】
坂
詰
武
史

【台
東
】

高
澤
　
彰

・
福
島
正
行

【文
京
】
細
川

良

一

【江
東
】
吉
澤
裕
明

【葛
飾
】
笹

野
泰
弘

【江
戸
川
】
吉
田
　
勇

【足
立
】

谷
口
　
光

【新
宿
】
鹿
間
泰
二
郎

【中
野
】

宮
澤
明
彦

・
児
玉
英
彦

【杉
並
】
水
野

上
晃

【渋
谷
】
木
村
琢
也
・安
田
幸
平

【世

田
谷
】
松
田
光
弘

・
野
崎
由
起
子

・
藤

原
敏
雄

・
蔵
本
克
哉

【港
】
奥
田
直
人

【品
川
】
牧
志
幸
男
・藤
田
秀
樹

【目
黒
】

加
藤
記
究

【大
田
】
伊
藤
　
伸
・丸
山

浩

【豊
島
】
前
田
健
二

【荒
川
】
岡
嶋

晃
久

【板
橋
】
小
宮
慶
之
。松
本
　
忠

【練

馬
】
中
嶋
佳
代
子

【西
東
京
】
松
本
由

起
子

・
松
浦
健

一
。
小
林

一
成

。
井
口

一
郎

。
田
中
　
聡
・
坂
本
守
男

。
西
村

徹
・臼
田
　
哲
。磯
貝
高
嗣
・飯
沼
英
男
・

沼
尻
素
光

・
武
田
憲
明

【警
視
庁
】
井

上
　
剛

・
佐
久
間
亮

・
中
村
　
茂

・
関

雅
之

。
松
尾
正
之

【法
務
】
遠
山
健
二
・

片
山
大
輔

・
岡
本
龍
二

【自
衛
隊
】
大

崎
香
織

【消
防
庁
】
高
野
正
好

【学
連

剣
】
萩
原
　
裕

・
金
子
幸
寛

【高
体
連
】

青
柳
利
陽

杖
道
錬
士

（
５
月
■
酢

た

京
都
府
）

小

山
美

爾

。
中
村
美

代

子

杖
道
教
士

（５
月
３
日
於
京
都
府
）

宇
都
榮
子

・
田
中
康
子

．
剣
道
セ
段

（駐
ル
●
酢
於
．愛
知
県
）

【千
代
田
】
今
川
信
吾

。
江
崎
　
崇

【台

東
】
佐
藤
　
護

・
望
月
　
彰

【墨
田
】

東
木
宏
達

【新
宿
】
久
富
き
よ
ら

【杉

饂

丁

佐
藤
勝
信

６３
歳

（警
視
庁
）

職
　
業
　
会
社
員

出
身
地
　
宮
城
県

座
右
の
銘

「誰
に
も
で
き

る
簡
単
な
事

を
誰
に
も
で

き
な
い
く
ら

い
や
り
続
け

る
事
」

一
剣
道
八
段

（５
月
１
日
於
京
都
府
）

中
田
　
淳
　
４７
歳

職
　
業
　
警
察
官

出
身
地
　
千
葉
県

座
右
の
銘

「
一
生
懸
命
」

「覚
悟
」

一一
杖
道
六
段

（
１
月
‐５
日

於

東
京
都
）

海

原

　

要

一一
剣
道
セ
段

（２
月
２０
日
於
長
野
県
）

【千
代
田
】
北
原
正
樹

。
石
原
照
門

。

永
田
　
武

・
内
藤
　
勝

【葛
飾
】
国
分

辰
男
・
伊
賀
茂
則

【足
立
】
田
中
博
元
・

緑
川
美
恵
子

【新
宿
】
三
森
定
行

・
深

職
　
業
　
団
体
役
員

出
身
地
　
熊
本
県

座
右
の
銘

「請
勿
怠
」

17



並
】
堀
　
進
悟

【渋
谷
】
潮
　
清
孝

【世

田
谷
】
高
坂
知
佐
子

【港
】
佐
藤

一
男

【大
田
】
坪
井
陽

一
【北
】
君
嶋
　
明

【西

東
京
】
志
村
進
吾

・
柴
田
直
規

。
新
間

芳
子
。
伊
藤
尚
真

・
吉
村
正
造

・
土
屋

誠

【警
視
庁
】
今
渡
康
範
。新
坂
亮
太

【法

務
】
安
達
悦
治

・
渡
邊
繁
太

【消
防
庁
】

中
山
　
将

【学
連
剣
】
林
　
重
雄

■
剣
道
六
段

（５
月
‘
醸
た
愛
知
県
）

【台
東
】
水
野
慎

一
郎

【葛
飾
】
小
高

麻
利
子

。
内
藤
　
香

【江
戸
川
】
板
垣

美
岐
子

【足
立
】
伊
達
賢

一
。
早
松
啓

介

【新
宿
】
安
本
し
げ
よ

【杉
並
】
佐

藤
大
輔

・
塚
原
樹
介

【渋
谷
】
秋
田
利

通

【港
】
薩
摩
信
吾

【目
黒
】
井
関
由

美
子

【大
田
】
野
原
行
雄

・
會
澤
伸
憲

【板
橋
】
中
村
英
明
・青
木
輝
彦

【練
馬
】

井
上
恵

一
【西
東
京
】
齋
藤
大
樹
・佐
々

木
美
穂

・
天
野
　
理

・
立
花
正
恒

・
小

室
弘
樹

・
白
須
　
真

。
村
上
芳
晃

【警

視
庁
】
岩
永
二
郎

・
山
口
総
大

・
巻
之

内
宣
智
・池
田
晃

一
【皇
宮
】
山
中
　
駿
・

菊
地
裕
志

【自
衛
隊
】
徳
岡
義
文

【学

連
剣
】
池
上
浩
司

燎
一居
合
道
セ
段

（７
月
２
日
於
新
潟
県
）

岡
本
宣
士

。
深
井
　
宏

。
日
下
り
つ
子

・

山
田
　
耕

・
岸
　
隆
康

警
居
合
道
六
段

（７
月
２
日
於

新
潟
県
）

堀
江
勝
大

。
斯
波
佑
亮

・
佐
藤
昌
幸

ｏ

塚
本
智
恵
子

・
早
坂
明
哲

・
平
　
史
樹

・

モ
ラ
レ
ス
エ
ン
リ
ケ

・
瀬
上
ゆ
か
り

飢
ピ
四
ｏ五
段
審‐
，マ
ダ

（４
月
２４
日
兼
２
月
７
日
代
替

於

東
京
武
道
館
）

五
段
合
格
者

【千
代
田
】
松
下
征
志
郎
・高
橋
堅
輔

【中

央
】
外
山
陽
次
郎

。
前
田
英
樹

【台
東
】

池
上
昭
光

【文
京
】
内
木
幸
介

【墨
田
】

井
浦
滋
忠

【江
東
】
石
木
田
正
義

【江

戸
川
】
藤
井
幸
子

【足
立
】
松
本
孝
春
・

米
本
慎

一
郎

【新
宿
】
山
下
　
凱

。
三

井
秀
人

・
野
口
睦
男

【中
野
】
野
口

翔

・
横
井
明
子

【杉
並
】
川
村
太
郎

。

菊
池
敬
子
。
川
原
香
織
・桜
井
弘
明

【渋

谷
】
宮
澤
直
哉

・
木
幡
隆
之

・
柳
内
孝

彦
。片
山
喜
八
郎

【世
田
谷
】
加
藤
光
伸
・

小
野
寺
俊
寛

。
合
瀬
宏
毅

・
谷
山
恵

一

【港
】
新
田
里
帆

【品
川
】
玉
谷
昂
介

・

田
中
　
毅

・
浅
田
正
之

【目
黒
】
堀
内

康
史

・
高
木
誠
司

【大
田
】
加
藤
直
樹
。

村
上
浩
史
上

戸
純
司

【豊
島
】
清
水

香

【荒
川
】
深
沢
邦
之
・菊
池
　
宏

【板

橋
】
安
藤
智
恵

【練
馬
】
阿
部
　
崇

【西

東
京
】
南
圭
太
郎

・
町
田
昌
文

・
福
田

宇
哲

・
桝
本
み
な

。
早
坂
紘
旗

・
村
上

隼
矢

ｏ
本
橋
和
也

・
井
上
祐
子

・
神
田

豊
明

。
岡
村
雄
彦

・
齋
藤
成
美

・
鋤
柄

富
昭

。
山
口
隆
市

・
加
藤

一
夫

【警
視

庁
】
小
林
大
暉
・初
田
　
彪
・矢
野
貴
之
・

津
坂
宗
弘

・
高
口
了
汰

【皇
宮
】
津
田

祐
輝

【法
務
】
八
木
大
地

・
戸
村
卓
見

■

四
段
合
格
者

【千
代
田
】
宮
崎
英
輝

【中
央
】
市
川

貴
幸

【文
京
】
山
本
恭
平
・
山
田
幸
寛

・

小
泉
俊
道

・
高
橋
　
博

【墨
田
】
小
笠

原
開
斗

【葛
飾
】
藤
城
芳
生

。
十
二
丁

伸
吾

【江
戸
川
】
川
合
大
祐

【足
立
】

吉
光
礼
人

【中
野
】
山
西
七
菜
子

・
浅

香
　
樹

【杉
並
】
田
代
祥
平

ｏ
杉
山

元

【世
田
谷
】
大
田
祐
二
朗

・
堀
江
真

希

・
奥
　
高
佳

【港
】
元
吉
雄
弥

【品

川
】
中
村
隆
文

【目
黒
】
西
村
　
滋

。

杉
山
浩
二

【大
田
】
巣
原
遥
貴

。
落
合

海
斗

・
木
村
和
恵

。
川
島
　
誠

。
菊
地

耕
太
郎

。
飯
田
加
珠
子

【北
】
田
中
晋

太
郎

。
若
月
京
子

【荒
川
】
関
口
駿
介

【板
橋
】
木
村
俊
介

・
大
野
天
音

。
小

林
孝
次

・
松
谷
美
世

【西
東
京
】
塩
飽

正
典

・
山
本
拓
輝

。
岩
邊
誠

一
。
平
川

翔
太
郎

。
篠
　
有
咲

。
山
田
成
美

・
須

賀
祐
太

。
松
井
翔
太

。
伊
藤
達
哉

。
津

川
　
栞

。
海
藤
太
樹

。
尾
花
千
春

。
新

井
山
敬
介

・
高
橋
　
将

・
矢
野
陽
介

・

春
田
博
己

。
平
田
吉
男

・
荻
田
都
季
江

・

平
澤
　
豊

。
小
林
千
里

・
加
藤
研
郎

・

矢
土口
　
守

。
河
野
孝
司

・
松
本
洋
子

・

若
尾
啓
介

。
田
中
哲
朗

【警
視
庁
】
土

澤
星
理
奈

。
飛
永
　
翼

。
石
井
謙
信

・

井
上
大
輔

【法
務
】
曽
我
部
泰
旭

・
齊

藤
泰
貴

【消
防
庁
】
甲
斐
康
仁

【学
生

ク
ラ
ブ
】
ニ
ツ
森
飛
鳥

。
阿
比
留
宏
貴

。

渡
邊
裕
馬

・
沼
尾
剣
士
朗

。
今
村
優
之

・

末
永
雄
大

。
園
田
か
の
ん
。
植
木
美
和

。

依
田
　
朗

。
平
井
皓
之

。
山
口
芽
衣

・

井
上
亮
太
郎

・
加
藤
諒
真

・
栗
原
尚
椰

・

東
堂

一
貴

。
蔭
山
由
紗

・
福
田
敏
樹

・

高
橋
和
毅

。
木
塚
雅
介

・
池
松
　
敦

。

大
島
　
光

。
澤
邊
亮
太

・
森
木
大
生

。

甲
斐
慈
玄

。
荻
野
総
大

・
山
田
　
満

。

百
田
尚
史

。
加
藤
歩
夢
未

・
笠
井
章
雄

・

木
内
健
太
郎

・
生
出
萌
音

。
宮
川
竜
弥

・

桑
原
佐
和

。
藤
野
友
輝

・
真
野
晴
仁

・

井
出
祐
樹

・
川
嶋
健
也

【
フ
ラ
ン
ス
】

０
”
ｏヽ
〓
●
①
∪
”
∪
Ｚ
∪
＞
Ｃ

「も
う
一息
の
受
審
者
」

五
段

４

５

８

１３

‐５

３９

５‐

５５

６９

７４

９２

９８

四
段

１

‐６

‐７

２２

２５

３６

５８

６３

６４

・●
●
・

●
一
・　
　
　
　
　
　
・
一
・
　

・ま
れ
■
・
・
―

居
合
道
四
・五
段
審
．査
会

（１２
月
１３
日
実
施
　
９
月
２７
日
代
替

於

東
京
武
道
館
）

一一
一五
彙
合
格
者
．―
‐
．―
‐
．．‐
‐．‐‐
‐．‐
‐―
．
‐

藤
田
貴
志

・
池
田
摩
梨
子

・
早
稲
田
茂

高

・佐
々
木
力
・村
上
健

Ｔ

濱
崎
真
司
・

ポ
ー
ル
マ
ー
テ
ィ
ン

・
阿
部
英
夫

・
佐

野
真
隆

・
服
部
良
彦

・
橋
爪
　
天

。
古

川
茂

一
・
金
子
　
孝

・
福
村
　
二貝
・
福

田
哲
夫

・
滝
瀬
　
徳

・
横
山
貴

一

▼

132

143

198

18

123

141

163

167

191

203



田
四
段
合
格
者

岸
野
琢
真

・
河
井
彩
夏

・
鈴
木
琢
由

ｏ

中
谷
　
智

ｏ
河
村
豪
祐

・
飯
田
英
輔

・

露
木
美
佳

・
古
澤
　
豪

・
宮
崎
聖
弘

・

宗
像
敏
明

・
吉
森
裕
次

・
井
上
　
隆

・

島
田
和
彦

・
原
誠

一
郎

・
白
竹
　
潔

・

吉
宮
隆
彦

・
深
瀬
槙
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舅
「も
う
一息
の
受
審
者
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五
段

四
段
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７
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１３
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東
京
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舅
四
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者
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田
龍
輔

・
早
坂
明
哲

饉
一も
う
一息
の
受
審
者
」

五
段

四
段
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月
６
日
実
施
　
３
月
２０
日
代
替

於

東
京
武
道
館
）

隋
五
段
合
格
者

玉
光
美
咲

・
矢
崎
貴
紀

・
梶
谷
忠
志

ｏ

濱
田
洋
子

鰈
匹
段
合
格
者

佐
藤
　
平

・
雷
　
衛
亭

・
石
垣
雄
太
朗

・

久
我
航
太

・
小
森
真
樹

・
鍋
島
祐

一
・

長
谷
川
奈
保
子

・
石
部
素
平

輻
「も
う
一息
の
受
審
者
」

五
段

四
段

１

２

６

８
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‐８

２４

２８
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「生
涯
剣
道
」
と

「お
□
の
健
康
管
理
」岡

本
　
徹

「
お
日
の
健
康
管
理
」
に
つ
い
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
の
か
か
わ
り
を
中

心
に
考
え
、
「生
涯
剣
道
」
を
目
指
す
う
え
で
の
参
考
に
す
る
と
い
う

コ
ン
セ

プ
ト
で
、
前
回
は

「
口
内
フ
ロ
ー
ラ
」
・
「
口
腔
ケ
ア
」
・
「
８
０
２
０
運
動
」
に

つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

「
フ
レ
イ
ル
」

昨
今

「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
海
外
の
老
年
医
学
の
分
野
で
使
用
さ
れ

て
い
る
英
語
の

「『
８
幸
く

（
フ
レ
イ
ル
テ
ィ
）
」
が
語
源
と
な

っ
て
い
て
、
日

本
語
に
訳
す
と

「虚
弱
」
「老
衰
」
「脆
弱
」
な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。
厚
生

労
働
省
研
究
班
の
報
告
書
で
は

「加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力

（運
動
機
能
や

認
知
機
能
等
）
が
低
下
し
、
複
数
の
慢
性
疾
患
の
併
存
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

生
活
機
能
が
障
害
さ
れ
、
心
身
の
脆
弱
性
が
出
現
し
た
状
態
で
あ
る
。
が
、　
一

方
で
適
切
な
介
入
ｏ支
援
に
よ
り
、
生
活
機
能
の
維
持
向
上
が
可
能
な
状
態
像
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
多
く
が

「
フ
レ
イ
ル
」
を
経
て
、
徐
々
に
要
介

護
状
態
に
陥
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
発
見
し
て
対
応
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
要
介
護
に
な
る
方
を
減
ら
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て

「
フ
レ
イ
ル
」
に
は

「身
体
的
フ
レ
イ
ル
」
だ
け
で
は
な
く
、
「社

会
的
フ
レ
イ
ル
」
（独
居
、
閉
じ
こ
も
り
、
貧
困
等
）
や

「心
理
的
フ
レ
イ
ル
」

（認
知
機
能
障
害
や
抑
う

つ
等
）
と
い
っ
た
要
素
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「オ
…
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」

「
フ
レ
イ
ル
」
が
全
身
に
関
連
す
る
言
葉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
は
、
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
の
飯
島
勝

矢
教
授
ら
に
よ

っ
て
提
唱
さ
れ
た

「
お
日
の
機
能
低
下
」
を
表
す
新
し
い
考
え

方
で
、
「
お
日
の
機
能
の
虚
弱
」
を
意
味
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
「呂
律
が
回

り
に
く
い
」
「滑
舌
が
悪
く
な

っ
た
」
「食
べ
こ
ぼ
し
が
あ
る
」
「
む
せ
る
」
な

ど
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
日
の
機
能
が
さ
さ
い
な
レ
ベ
ル
で
低
下
し
て
き

た
状
態
と
い
え
ま
す
。
こ
の

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
は
、
加
齢
な
ど
に
よ
る

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

（筋
力
減
弱
症
）
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（運
動
器

症
候
群
）
の
前
兆
と
も
考
え
ら
れ
て
い
て
、
全
身
の

「
フ
レ
イ
ル
」
を
引
き
起

こ
す
重
要
な
要
因
の

一
つ
で
す
。
ま
た
、
歯
周
病
や
む
し
歯
や
お
口
の
機
能
低

下
な
ど
が
、
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
の
発
症
ｏ予
防
に
大
き
く
関
連
し
て
い
て
、

よ
り
早
期
か
ら
お
口
の
機
能
を
維
持
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
と
さ
れ
て
い
ま

す
。加

齢
と
と
も
に
噛
む
こ
と
や
飲
み
込
む
こ
と
な
ど
の
口
腔
機
能
が
低
下
す
る

と
、
硬
い
食
材
が
食
べ
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
、
む
せ
た
り
す
る
こ
と
が
み
ら
れ

ま
す
。
硬
め
の
食
材
が
食
べ
に
く
く
な
り
、
柔
ら
か
い
も
の
ば
か
り
を
選
ん
で

食
べ
て
い
る
と
、
ま
す
ま
す
噛
む
機
能
が
低
下
し
て
食
事
の
質
も
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
飲
み
込
み
に
関
与
す
る
筋
力
や
機
能
の
低
下
が
起
こ
る

と
、
食
べ
た
も
の
や
飲
ん
だ
も
の
が
細
菌
と

一
緒
に
誤

っ
て
気
管
に
入

っ
て
し

ま
う
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
原
因
と
な
る
誤
廉
性
肺
炎
が
増
え
て
い
て
、

死
亡
原
因
に
も
な
り
大
変
危
険
で
す
。
た
だ
、
こ
う
し
た
お
日
の
機
能
低
下
は
、

リ
ハ
ビ
リ
に
よ

っ
て
回
復
で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ム
セ

な
ど
が
み
ら
れ
た
ら
、
お
口
の
機
能
の
維
持
の
た
め
に

「
口
腔
の
体
操
」
「唾

液
を
出
し
や
す
く
す
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
「頭
上
げ
体
操
」
な

ど
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
日
本
歯
科
医
師
会
の
Ｈ
Ｐ
の

「
口
腔
体
操
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

や
は
り
、
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
て
お
口
の
機
能
の
低
下
を
予
防
す
る
こ

は
じ
め
1-
1し

V
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束京剣逹だよタ

と
が
大
切
で
す
。

い
る
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。
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」
「飢
道
ど
０
か
が
わ
り
」　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
お‐
わ
り
Ｌ

こ
う
し
た

「
フ
レ
イ
ル
」
と

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
予
防

（対
策
）
の
た
め
、

す
な
わ
ち
健
康
長
寿
を
目
指
す
た
め
の
柱
は
、
「身
体
活
動
（運
動
な
ど
）
」
と
「栄

養

（食
・口
腔
機
能
）
」
と

「社
会
参
加
」
の
３
つ
に
集
約
で
き
る
の
で
す
が
、
「剣

道
」
は
ま
さ
に
う

っ
て
つ
け
だ
と
思
わ
れ
ま
す

（
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今
は
少
し

難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
が
）。

ま
ず
、
日
々
、
普
通
に
稽
古
す
る
こ
と
は
、
「身
体
を
動
か
す
」
「大
き
な
声

の
ど

を
出
す
」
こ
と
で
、
正
に
肉
体
や
喉
や
心
肺
能
力
な
ど
を
鍛
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
剣
道
具
を
付
け
た
稽
古
以
外
で
、自
宅
な
ど
で
の
素
振
り
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
し
た
日
々
の
鍛
錬
・

努
力
が
そ
の
ま
ま

「身
体
的
フ
レ
イ
ル
」
の
予
防
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
し
て
稽
古
を
行
う
に
は

（身
体
を
動
か
す
に
は
）
そ
れ
な
り
の
筋
力
が
必

要
で
、
そ
の
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
食
事
を
摂

っ
て
、
栄
養
不
足
に
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
も
自
然
と
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
稽
古
中
、
「精
神
を
集
中
す
る
」
「気
を
充
実
さ
せ
る
・高
め
る
」
「呼

吸
を
意
識
す
る
」
こ
と
な
ど
や
、
「相
手
を
よ
く
観
察
す
る

（観
の
目
ｏ見
の
目
）
」

「相
手
の
動
き
を
予
測
す
る
」
「問
合
い
を
考
え
る
」
こ
と
な
ど
は

「心
理
的
フ

レ
イ
ル
」
の
予
防
に
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

更
に
、
ひ
と
り
稽
古
も
出
来
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
は
お
相
手
が
い
ら
し
て

複
数
で
の
行
動
と
な
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
家
に
籠
り

っ
ば
な
し
と
い
う
こ

と
に
な
ら
ず
、
他
の
人
と
の
社
会
的
な
交
流
が
自
然
と
行
え
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
稽
古
の
あ
と
の
い
わ
ゆ
る
「第
２
道
場
」
で
の
「剣
道
談
義
」
も
、

人
と
話
す
こ
と
で
社
会
的
な
交
流
に
も
つ
な
が
り

「社
会
的
フ
レ
イ
ル
」
予
防

に
、
正
に
適
し
て
い
る
と
い
え
ま
す

（こ
れ
も
今
は
難
し
い
で
す
が
）。

そ
し
て
、
試
合
や
審
査
も
、
「
目
標
が
あ
る
」
・
「緊
張
感
が
あ
る
」
・
「向
上

心
を
持
ち
続
け
る
」
と
い
う
こ
と
な
ど
も
あ

っ
て
、
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な

っ
て

「運
動
」
・
「社
会
参
加
」
・
「栄
養
」
（お
日
の
健
康
管
理
と
機
能
の
維
持

・
バ

ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
）
の
３
つ
を
維
持
す
る
こ
と
が

「
フ
レ
イ
ル
」
「
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
」
の
予
防
に
な
り
、
健
康
長
寿
に
つ
な
が
る
と
い
え
ま
す
。
特
に
、

人
と
の
つ
な
が
り
や
生
活
の
広
が
り
、
誰
か
と

一
緒
に
食
事
す
る
な
ど
と
い
っ

た

「社
会
性
を
維
持
す
る
こ
と
」
が
、
そ
の
人
の
活
動
量
、
精
神
・心
理
状
態
、

お
日
の
機
能
、
食

・
栄
養
状
態
、
身
体
機
能
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
健
康
分
野
に

関
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
「
フ
レ
イ
ル
」
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
」
に
陥
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
健
康
的
な
生
活
を
送
り
、
継
続
的
に

稽
古
に
励
ん
で

「生
涯
剣
道
」
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

氏

　

名

年

　

齢

出

身

地

出
身
学
校

経
　
　
歴

座
右
の
銘

V

お
か
も
と
　
と
お
る

５９
歳

兵
庫
県

東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部

昭
和
６１
年
　
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
卒

平
成
２
年
　
　
岡
本
歯
科
医
院
勤
務

平
成
２７
年
～
　
岡
本
歯
科
医
院
院
長

平
成
２３
年
～
２５
年
　
東
京
都
大
田
区
大
森
歯
科
医
師
会
会
長

平
成
２７
年
～
　
東
京
都
歯
科
医
師
連
盟
専
務
理
事

平
成
２５
年
～
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
剣
道
部
監
督

平
成
２７
年
～
　
鵜
の
木
剣
友
会
会
長

●
計けｏ
∽̈
＼
＼
Ｃ
●
〇
庁
一‐庁
①
い
く
暉
庁
”
一・〇〇
【●
＼

平
成
２９
年
～
　
大
田
区
剣
道
連
盟
常
任
理
事

令
和
２
年
～
　
全
日
本
歯
科
医
師
剣
道
連
盟
理
事
長

剣
道
教
士
七
段

継
続
は
力
な
り
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計
画
は

繁
男

、
　
諄
＝

立
わ

拡
大

ス
感
染
症
の

に
よ
り
、
多
く
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
令
和
元
年
度
の
審

査
会
が

一
部
中
止
さ
れ
た
た
め
に
生

じ
た
年
度
間
の
不
公
平
を
解
消
す
る

た
め
、
「
東
京
都
剣
道
連
盟
審
査
会

実
施
に
あ
た

っ
て
の
感
染
拡
大
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
遵
守
を
徹
底
し
、

四
ｏ
五
段
及
び
三
段
以
下
審
査
会

・

級
位
審
査
会
に
限

っ
て
、
前
年
度
未

実
施
代
替
分
も
含
め
て
全
て
実
施
し

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、
既
に

中
止
又
は
延
期
の
事
業
が
続
く
な
か

で
、
「第
５７
回
東
京
都
居
合
道
大
会
」

の
み
制
限
を
つ
け
て
事
業
計
画
と
お

り
実
施
し
ま
し
た
。
２
年
ぶ
り
の
大

会
は
従
来
と
は
内
容
を
変
え
、
「全
剣

連
創
立
５０
周
年
記
念
杯
争
奪
戦
」
と

銘
打
つ
地
区
対
抗
団
体
戦
を
主
と
し
、

個
人
演
武
は
団
体
戦
の
審
判
員
を
務

め
た
七
段

・
八
段
の
会
員
に
限
定
し

て
参
加
人
員
を
抑
え
ま
し
た
。
結

果
、
昨
年
度
の
審
査
会
運
営
で
積
ん

だ
経
験
を
活
か
し
、
「
コ
ロ
ナ
禍
」
で

の
制
限
さ
れ
た
係
員

・
参
加
者
の
中

で
、
三
密
の
回
避
と
的
確
な
人
流
を

作
る
大
会
運
営
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
そ
の

一
端
を
知
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
本
年
度
に
予
定
さ

れ
る

「全
日
本
居
合
道
大
会
」
東
京

都
開
催
に
向
け
て
、
主
管
連
盟
と
し

て
大
切
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
出
来

た
と
関
係
者

一
同
感
じ
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
お
け
る
最
重
要
事

業
と
し
て
、
大
会
開
催
地
の
固
定
化

及
び
大
会
運
営

の
簡
素
化
を
旨
と

す
る

「
第
５６
回
全
日
本
居
合
道
大

会
」
の
東
京
都
に
お
け
る
開
催
が
あ

り
ま
す
。
前
回
東
京
都
で
開
催
さ
れ

た
第
５１
回
大
会

（平
成
２８
年
）
と
は

大
幅
に
大
会
運
営
が
変
わ
る
予
定
で

す
が
、
多
く
の
会
員
が
係
員
と
し
て

参
加
し
た
前
回
の
経
験
値
を
活
か
し

て
、
今
回
は
大
会
を
簡
素
化
し
た
、

運
営
の
在
り
様
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
開
始
を
機
に
、
感
染
症
の
早

期
収
束
が
期
待
さ
れ
る
な
か
、
居
合

道
部
会
は

「感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
」

の
遵
守
を
徹
底
し

つ
つ
、

日
程
や
人
員

ｏ
会
場
な
ど
柔
軟
に
対

応
し
て
、
事
業
計
画
の
確
実
な
実
施

を
目
標
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

杖
道
部
会
新
会
長
と
し
て

東
京
都
剣
道
運
盟
杖
道
部
会

会
長
　
釣
賀
　
敏
郎

こ
の
度
令
和
３
年
５
月
１５
日
に
、

杖
道
部
会
理
事
総
会
を
経
て
東
京
都

剣
道
連
盟
杖
道
部
会
の
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、
部
会
会
員

皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に

よ
り
杖
道
部
会
発
展
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

東
京
都
剣
道
連
盟
に
杖
道
部
会
が

発
足
い
た
し
ま
し
た
の
は
昭
和
５４
年

４
月
の
こ
と
で
す
。
初
代
会
長
に
は

全
日
本
剣
道
連
盟

へ
の
加
盟
の
決
断

を
し
、
全
日
本
剣
道
連
盟
杖
道
形
の

制
定
等
甚
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
清

水
隆
次
先
生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
二
代
目
棚
谷
昌
美
先
生
、
三

代
日
米
野
光
太
郎
先
生
、
四
代
目
松

井
健
二
先
生

へ
と
、
清
水
先
生
の
遺

志
が
受
け
継
が
れ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
諸
先
生
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

当
杖
道
部
会

の
会
長
に
就
く
こ
と

は
、
時
代
の
変
選
と
は
い
え
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

部
会
は

「杖
道
」
を
通
じ
て

「剣

道
理
念
」
の
実
現
を
目
指
し
、
三
道

（剣
道

・
居
合
道

・
杖
道
）
の

一
翼

を
担
う
べ
く
事
業
を
推
進
し
て
諸
活

動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
が
、
杖

道
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
全
国
的

に
認
知
度
が
低
く
、
剣
道
の
よ
う
に

少
年
及
び
学
生
剣
道
か
ら
始
め
る
者

は
少
な
く
、
大
半
は
大
人
に
な

っ
て

か
ら
始
め
る
方
が
多
く
、
普
及
に
は

苦
労
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

部
会
の
最
大
の
日
標
は
正
し
い
全

剣
連
杖
道
の
普
及
、
杖
道
会
員
数
の

増
加
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
部
会

運
営
は
従
来
の
方
針
を
踏
ま
え

つ
つ

も
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
に
如
何
に

若
い
世
代
の
杖
道
人
口
を
増
や
し
て

い
く
か
、
ま
た
杖
道
は
高
齢
者
、
女

性
が
取
り
組
み
や
す
い
局
面
を
も

っ

て
お
り
間
口
を
広
く
し
て
取
り
組
み

や
す
く
し
生
涯
武
道
と
し
て
の
環
境

作
り
を
推
進
し
て
い
く
な
ど
喫
緊
の

課
題
に
杖
道
部
会

一
丸
と
な
り
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
環
境

ま
す
が
、
東

導
ご
協
力
を

開会式

に
は
あ
り

盟
の
ご
指

環
境
だ
か

い
つ
濯は・い

い
ど
蒔ヽ
“一骨

皆
様
の

導
の
ほ
ど

ま
す
。

ら
こ
そ
で
き

ご
理
解
、
ゞ

重
ね
て
お
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活
動
と
指
導
方
針
に
つ
い
て

台
東
区
剣
道
連
盟

理
事
長
　
倉
澤
　
正

の
指
導
の
ほ
か
、
東
京
都
の

「ジ
ュ

ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業
」
を
活
用

し
て
、
初
心
者
講
習
や
木
刀
に
よ
る

剣
道
基
本
技
稽
古
法
、
試
合
の
礼
法

V

な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
指
導
者

の
技
術
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
八
段

の
先
生
方
に
よ
る
指
導
法
や
審
判
法

の
講
習
、
若
手
稽
古
会
を
催
し
て
の

相
互
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
女

子
剣
道
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
連
盟

主
催
で
月
に
１
回
女
子
稽
古
会
を

行

っ
て
い
ま
す
。
三
つ
の
柱
の
推
進

に
は
指
導
者
の
心
構
え
、
め
ざ
す
方

向
性
が
大
切
で
す
。

今
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ

の
中
に
あ
り
、
日
本
の
武
道
は
柔
道

を
始
め
と
し
て
空
手
な
ど
国
際
化
が

進
み
、
剣
道
も
ま
た
そ
の
道
を
辿
り

外
国
人
の
競
技
人
口
も
拡
大
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
良
い
一
面
も
あ
り
ま

す
が
懸
念
し
て
い
る
の
は
変
質
、
あ

る
べ
き
姿
の
喪
失
で
す
。
剣
道
の
深

い
精
神
性
が
理
解
さ
れ
ず
、
勝
負
至

上
主
義
に
陥

っ
て
は
剣
道
と
い
う
日

本
の
素
晴
ら
し
い
精
神
的
文
化
や
、

美
し
い
所
作
な
ど
は
守
れ
ま
せ
ん
。

当
連
盟
で
は
正
し
い
心
に
こ
そ
美
し

い
剣
道
を
実
践
で
き
る
と
い
う
心
構

え
で
、
稽
古
の
研
鑽
を
積
み
、
少
年

少
女
の
指
導
者
、
指
導
者
の
育
成
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。一

方
、
連
盟
の
７５
年

の
歴
史

の
重

み
が
あ
る
に
せ
よ
、
今
の
時
代
に
そ

ぐ
わ
な

い
習
慣
に
縛
ら
れ
て
い
る
組

織
で
あ
り
続
け
れ
ば
若

い
人
た
ち
は

剣
道
離
れ
し
て
し
ま

い
ま
す
。
世
代

交
代
を
に
ら
ん
だ
組
織
の
見
直
し
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
年
に
も
及
ぶ

コ
ロ
ナ
禍

の
中
、

私
た
ち
は
満
足
に
稽
古
が
で
き
な
い

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
日

頃
当
た
り
前
の
よ
う
に
稽
古
が
出
来

た
こ
と
が
、
実
は
当
た
り
前
で
な
く
、

と
て
も
感
謝
す
べ
き
こ
と
で
あ

っ
た

と
気
が
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は

そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
以
て
さ
ら
な

る
連
盟

の
発
展
を
め
ざ
し
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

当
連
盟
の
稽
古
会
は
毎
週
金
曜
日

の
夜
、
第
二
金
曜
日
は
女
子
稽
古
会
、

第
三
金
曜
日
は
指
導
者
の
合
同
稽
古

会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

台
東
区
剣
道
連
盟
は
昭
和
２１
年
に

多
く
の
先
生
方
の
努
力
に
よ

っ
て
創

設
さ
れ
、
数
々
の
歴
史
を
得
て
本
年

７５
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
加
盟
団

体
は
１７
団
体
、
登
録
会
員
数
は
約

６
０
０
名
を
擁
し
ま
す
。

さ
て
当
連
盟

の
主
だ

っ
た
事
業

は
、
６
月
の
連
盟
主
催
の
大
会

（個

人
戦

・
団
体
戦
）
、
８
月
の
墨
田
区

と
の
姉
妹
区
対
抗
戦

（小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
）
、

１０
月
の
区
民
体
育

祭
剣
道
大
会

（個
人
戦
）
な
ど
の
ほ

か
、
級
審
査
会
、
三
段
以
下
審
査
会

（千
代
田
区
と
の
合
同
）
、
４
区
合
同

稽
古
会

（千
代
田
区
、
中
央
区
、
文

京
区
）
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

当
連
盟
の
目
標
と
す
る
大
き
な
三

つ
の
柱
は
、
少
年
少
女
剣
道

へ
の
指

導
育
成
の
強
化
、指
導
者
の
指
導
法
、

審
判
法
な
ど
の
技
術
の
向
上
、
女
子

剣
道
の
充
実
で
あ
り
ま
す
。
少
年
少

女
の
指
導
は
日
頃
の
各
支
部
道
場
で

デンマークの高校生との交流稽古会

C′ご
`隷
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「
正
し
く
修
錬
、
正
し
く
伝
承
」

江
戸
川
区
剣
道
連
盟

理
事
長
　
冨
永
　
哲
雄

本
連
盟
で
は

「正
し
く
修
練
、
正

し
く
伝
承
」
を
心
掛
け
て
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。

本
部
稽
古
と
し
て
総
合
体
育
館
と

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
指
導
責
任
者

の
下
、
指
導
の
統

一
化
を
図

っ
て
お

ヨ願餞‐

り
ま
す
。
又
、
青
年
部
や
女
子
部
を

設
け
技
量
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。日

曜
日
に
は
師
範
で
あ
る
中
田
誘

士
範
士
よ
り
日
本
剣
道
形
や
木
刀
に

よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
の
指
導
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
稽

古
も
最
初
に
必
ず
基
本
稽
古
を
行

い
、
そ
れ
か
ら
地
稽
古
を
行

っ
て
い

ま
す
。

基
本
を
正
し
く
修
錬
し
て
い
く
中

で
、
そ
の
成
果
と
し
て
昇
段
審
査
会

で
の
合
格
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
六
・七
段
の
合
格
者
が
増
え
、
女

性
剣
士
の
昇
段
も
日
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

少
年
剣
道
育
成
に
も
注
力
し
て
お

り
、
毎
月
少
年
剣
道
強
化
稽
古
会
を

開
き
本
部
稽
古
同
様
に
指
導
責
任
者

を
置
き
、
各
支
部

・
中
学
校
の
指
導

者
に
指
導

の
統

一
を
図

っ
て
い
ま

す
。小

学
生
と
中
学
生
に
分
け
、
木
刀

に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
と
基
本

稽
古
を
中
心
に
指
導
し
て
、
参
加
者

の
中
か
ら
東
京
都
少
年
剣
道
大
会
の

選
手
を
選
考
し
て
、
そ
の
成
果
は
大

会
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
稽
古
会
を
通
し
て
正
し
く
剣

．
／

道
を
修
錬
し
て
後
世
に
伝
承
し
て
行

く
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
世
界
中
で
ま
ん
延
し
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
昨
年
度
は
区
民
大
会
を
は
じ

め
大
半
の
事
業
が
中
止

・
延
期
と
な

り

ま

し

た
。

緊
急
事
態
宣
言
中
は
稽
古
を
中
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
解
除
期
間
に

一

級

・
三
段
以
下
審
査
会
、
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

審
査
会
は
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
行
い
、
講
習
会
は

中
田
範
士
の
指
導
の
下
、
最
小
限
の

人
数
で
コ
ロ
ナ
禍
で
の
暫
定
的
な
試

合

・
審
判
法
と
指
導
法
を
短
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
行
う
事
が
で
き

ま
し
た
。

一
日
も
早
く
通
常
の
連
盟
活
動
や

稽
古
が
出
来
る
日
が
来
る
事
を
心
か

ら
願
う
ば
か
り
で
す
。

新
た
な
発
展
の
た
め

夕
耐
え
る
今
″

中
野
区
剣
道
連
盟

副
理
事
長
　
福
井
　
俊
之

中
野
区
剣
道
連
盟
は
、
昭
和
２７
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
正
し
い
剣
道

の
普
及

・
発
展
に
努
め
、
剣
道
人
口

の
拡
大
と
定
着
を
目
指
し
、

７０
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
来
の
主
な
行
事
と
し
て
は
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
各
部
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
春
の
団
体
戦
と

饉

連盟会津遠征 会津剣連の皆さんと

象な

晨晨

令和元年度墨東五区大会
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仄
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秋

の
個
人
戦
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

年
２
回
、
級
位
と
三
段
以
下
の
審
査

が
行
わ
れ
、
特
に
級
審
査

の
前
に
は

「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」

を
細
か
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
技
術
の
向
上
と
上
位
大
会
で
の

活
躍
を
期
し
て
、
原
則
月
１
回
の
合

同
稽
古
を
行
う
他
、
青
年
部

・
女
子

部
を
設
け
、
共
に
大
き
な
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

他
に
は
、
中
学
校
の

「
武
道
の
授

業
」
に
外
部
指
導
員
を
派
遣
し
、
幼

稚
園

で
の
剣
道
指
導

に
も
取
り
組

み
、
底
辺
の
拡
大
に
も
努
め
て
い
ま

す
。
昨
秋
、
キ
リ
ン
レ
モ
ン
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
内

の
新
道
場
に
拠
点
を

移
し
、
更
な
る
発
展
を
期
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
度
重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
等

の

影
響

の
た
め
、
大
会
や
級
位

ｏ
段
位

審
査
会

の
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
連
盟
と
し
て
の
活
動
は
、
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

い

ク
活
動
休

止
状
態
ク
に
追

い
込
ま
れ

て

い
ま

す
。
傘
下
の
団
体
で
、
公
立
の
学
校

等
を
稽
古
場
と
し
て
い
る
所

で
は
、

こ
の
１
年
ほ
と
ん
ど
練
習
が
で
き
な

い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
他
、

リ
モ
ー
ト
利
用
に
よ
る
素
振
り
等

の

練
習
で
辛
う
じ
て
活
動
を
続
け
て
い

る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
人
稽
古
が
で
き

て

い
る
場
合

で

も
、

マ
ス
ク
に
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
着

用
の
息
苦
し
さ
や
、
発
声
を
制
限
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
気
迫
に
や
や
欠
け

る
稽
古
に
な
る
な
ど
、
従
来
通
り
と

は
い
か
な

い
状
況
で
す
。

こ
れ
に
伴

い
、
稽
古
数

の
減
少
、

技
術
の
伸
び
の
停
滞
な
ど
か
ら
会
員

減
を
ま
ね
き
、
道
場
の
運
営
に
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
と
の
声
も
聞
か

れ
る
な
ど
、
１
日
も
早
く

コ
ロ
ナ
が

静
ま
り
、
通
常
の
世
の
中
に
戻

っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
中
野
区
剣
道
連
盟
は
、

創
設
以
来
、
少
年
か
ら
は
会
費
を
徴

収
せ
ず
に
活
動
し
て
い
る
点
は
自
負

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

選
を
一つ
に
未
来
へ
繁
ぐ

西
東
京
剣
道
運
盟

会
長
　
宮
林
　
高
夫

今
、
世
界
全
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
と
い
う
未
曽

有
の
事
態
の
た
だ
中
に
あ
り
収
束
に

向
け
闘

っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
に
お

い
て
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
的
に

始
ま

っ
て
い
ま
す
。

西
東
京
剣
道
連
盟
に
お
い
て
は
、

令
和
２
年
度
当
初
か
ら
稽
古
会

。
大

会

・
審
査
会

ｏ
講
習
会
等
あ
ら
ゆ
る

活
動
が
感
染
防
止
の
た
め
の
施
設
使

用
制
限
等
の
影
響
を
受
け
、
中
止
や

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

加
盟
２７
団
体
や
そ
の
構
成
団
体
の

中野剣道祭 開会式

活
動
に
お
い
て
も
同
様
に
厳
し
い
状

況
が
続

い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
幸

い
に
も
令
和

２
年
度
の
三
段
以
下
審
査
会
日
程
の

延
期
に
つ
い
て
弾
力
的
な
対
応
が
可

能
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
前
期
分

・

後
期
分
の
２
回
の
審
査
会
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

審
査
会

の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、

全
日
本
剣
道
連
盟
お
よ
び
東
京
都
剣

道
連
盟
の
審
査
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
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徹
底
を
図
る
た
め
、
加
盟
団
体
と
の

連
絡
調
整
を
徹
底
し
て
行
う
と
と
も

に
多
く
の
役
員

・
会
員
の
協
力
を
得

て
、
通
常
の
２
倍
の
役
員

・
係
員
態

忙

隧

饒

鼈

颯

V

勢
と
し
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
加
盟
団
体
や
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
役
員

・
係
員
各
位
に
紙

面
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
の
感
謝
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
今
回
の
経
験
は
他

の
事
業
を
実
施
す
る
際
に
も
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
財
産
に
な
り

ま
し
た
。

平
時
の
西
東
京
剣
道
連
盟
の
活
動

は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
４
つ
の
事

業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
稽
古
会
で
す
。
毎
回
参

加
人
数
が
１
５
０
人
前
後
に
な
る
加

盟
団
体
を
巡
回
し
毎
月
実
施
し
て
い

る
合
同
稽
古
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

男
子

・
女
子

・
剣
道
形
強
化
を
定
例

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
各
種
大
会
で
す
。
男
子

お
よ
び
女
子
の
選
手
権
の
他
、
小

・

中
学
生

・
一
般
男
子

・
女
子
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
お
よ
び
形
大
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
剣
道
連

盟
国
体
選
手
選
考
会
の
出
場
選
手
を

選
考
す
る
予
選
会
も
実
施
し
て
い
ま

す
。三

つ
目
は
審
査
会
で
す
。
前
期
と

後
期
年
２
回
の
三
段
以
下
審
査
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
盟
団

体
が
実
施
す
る

一
級
審
査
会

へ
登
録

審
査
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

四
つ
目
は
講
習
会
等
で
す
。
前
期

と
後
期
年
２
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会

の
他
、
登
録
審
査
要
員
等
剣
道
研
究

会
、
女
子
審
判
講
習
会
、
八
段
受
審

者
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

西
東
京
剣
道
連
盟
の
登
録
会
員
数

は
５
０
０
０
人
程
度
で
推
移
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
始
ま

っ
た
令
和
２

年
度
の
登
録
会
員
数
は
対
前
年
度
比

４
０
０
人
強
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
登
録
会
員
の
減
少

傾
向
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
よ
う

加
盟
団
体
で
は
創
意
工
夫
し
会
員
と

の
連
絡
を
絶
や
さ
ず
可
能
な
限
り
の

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年

の
創
立
５０
周
年
以
降
、

次
の
半
世
紀
に
向
け
た
活
動
も
６
年

目
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
厳
し
い
状
況
は
ま
だ
ま

だ
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
会

員

一
同
、
心

一
つ
に
未
来
に
向
け
て

活
動
が
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
日
々

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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東京剣建だよタ

1

創立70周年記念

寛仁親王杯

第21回剣道八段選抜大会

日時 :令和3年9月 4日 (土)午 前9時45分開会

場所 :東京武道館 主催 :東京都剣道連盟

創立70周年記念

第 60回 東 京 都 剣 道 選 手 権 大 会

日時 :令和3年9月 4日 (土)午後2時開会

場所 :東京武道館 主催 :東京都剣道連盟
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誌
の
掲
載
記
事
の
無
断
掲
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お
よ
び
複
写
を
禁
ず
る

東京都剣道連盟の

ホームベージ(HP)をぜひ、ご覧下さい

フレッシュな情報を提供しております

URL http://wwwotokyO_kendO。 Or.,p

東京剣連。東剣連でも見ることができます

連盟案内


